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夏の交通安全県民運動　7月 11日（土）～20日（月・祝）

　平成26年中に掛川警察署管内で起きた事故は924件。ことし6月14
日現在、既に396件の事故が発生し、1人が亡くなられています。
　自動車や自転車は、生活必需品とも言える身近な乗り物ですが、乗り
方を誤ると重大な事故につながってしまいます。
　特に、今回注目したいのが自転車事故。昨年の市内死亡事故のうち
3件に自転車が関与しています。この機会に自転車の安全について考
えるきっかけにしてください。

危機管理課（☎21-1131）問

い
つ
事
故
が
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
日
常
生
活

　

夕
暮
れ
の
時
間
、
午
後
７
時
半
過
ぎ

の
中
央
一
丁
目
、
中
部
電
力
前
の
交
差

点
。
仕
事
を
終
え
自
宅
へ
帰
る
車
、
買

い
物
に
向
か
う
車
、
部
活
帰
り
の
高
校

生
、
手
押
し
車
を
押
し
な
が
ら
横
断
歩

道
を
渡
る
お
年
寄
り
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、

何
ら
か
の
目
的
に
向
か
っ
て
交
差
点
を

通
過
し
て
い
き
ま
す
。

　

急
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
黄
色

信
号
で
加
速
す
る
車
、
横
断
歩
道
の
信

号
機
が
赤
に
変
わ
ろ
う
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
で
突
っ
込
む
自
転
車
。
ひ
と
つ
間

違
え
ば
、
い
つ
交
通
事
故
が
起
こ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
が
み
な
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
日

常
だ
と
考
え
る
と
、
誰
で
も
交
通
事
故

の
加
害
者
、
被
害
者
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

掛川署管内の事故状況

平成 17年 1,106 9 1,445
平成 18年 1,029 7 1,330
平成 19年 1,011 10 1,353
平成 20年 949 8 1,181
平成 21年 969 2 1,262
平成 22年 896 8 1,224
平成 23年 946 3 1,248
平成 24年 928 10 1,234
平成 25年 909 10 1,159
平成 26年 924 6 1,218

 件数 死者 負傷者

お互いが加害者や被害者に
ならないために

（件・人）
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交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通
し

て
、
ブ
レ
ー
キ
を
上
手
に
使
え

な
い
子
ど
も
が
多
い
こ
と
に
は

驚
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
技
量
、
判
断
力

な
ど
未
熟
で
す
。
保
護
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、
お
子
さ
ん
が
安

全
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て
止
ま

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
監
督

し
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
場
所

で
自
転
車
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
道
路
で
ど
の
よ

う
な
乗
り
方
を
し
て
い
る
の
か

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

常
に
子
ど
も
の
行
動
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
に
な
る
と
自
転

車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
し
、

事
故
に
遭
遇
す
る
危
険
が
高
ま

り
ま
す
。
一
方
で
、
「
自
分
は

大
丈
夫
」
と
過
信
し
て
一
時
停

止
や
安
全
確
認
を
怠
り
事
故
を

起
こ
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
事
故
で
、
高
額
な
賠

償
金
を
支
払
う
場
合
も
あ
り
、

子
ど
も
の
責
任
は
親
が
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
交
通
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
、

安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
は
歩
行
者
で
は
な
い

軽
車
両
と
し
て
の
ル
ー
ル
厳
守

　

掛
川
市
統
計
書
に
よ
る
と
、
平
成
26

年
の
県
下
交
通
事
故
は
約
３
万
３
千
件
、

市
内
で
９
２
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

７
年
連
続
で
１
０
０
０
件
を
下
回
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
て

い
る
と
も
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
26
年
に
市
内
で
発
生
し
た
交
通

死
亡
事
故
６
件
の
う
ち
、
自
転
車
が
関

係
し
て
い
る
事
故
が
３
件
に
も
上
り
ま

す
。
近
年
で
は
自
転
車
が
加
害
者
と
な

る
交
通
事
故
も
全
国
で
増
え
て
お
り
、

中
に
は
高
額
賠
償
を
命
じ
ら
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
自
転
車
は
子
ど
も
が
乗

れ
る
乗
り
物
と
い
う
こ
と
か
ら
、
安
易

に
歩
行
者
と
同
様
に
考
え
が
ち
で
す
が
、

い
ま
一
度
、
自
転
車
は
「
軽
車
両
」
で

あ
る
こ
と
を
利
用
者
が
自
覚
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
12
月
に
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
自
転
車
な
ど
の
軽
車
両
は
、

道
路
の
左
側
を
走
る
こ
と
、
自
転
車
が

走
行
で
き
る
路
側
帯
は
、
道
路
の
左
側

の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

し
た
。
自
転
車
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
に
走
行
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
乗
り
物
な
の
で
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
転
車
生
活
で
知

っ
て
お
き
た
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

◆県交通安全協会
　掛川地区支部
　主任交通安全指導員
　松永安寿賀さん

保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

自
転
車
に
乗
れ
た
時
点
を

ゴ
ー
ル
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

自転車を安全に利用するための 5つのポイント（安全利用五則）

子どもが自転車に乗り始めるときからの安全教育が大切

お互いが加害者や被害者に
ならないために

あ す か

①自転車は車道が原則

④安全ルール
　を守る ⑤子どもはヘルメット着用

②車道は左側通行 ③歩道は歩行者優先

●交差点での一時停止
　と安全確認

●並進禁止

●「並進可」標識のある場所以外では禁止
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×

　

普
段
か
ら
自
転
車
を
利
用
し
て
い

る
み
な
さ
ん
は
、
事
故
を
起
こ
し
た

際
、
高
額
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
か
？

　

ル
ー
ル
違
反
に
よ
る
事
故
は
、
刑

事
上
の
責
任
だ
け
で
な
く
、
民
事
上

も
高
額
な
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
市
は
「
赤
色
Ｔ
Ｓ
マ

ー
ク
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
転
車
安
全
整
備
士
が

き
ち
ん
と
点
検
・
整
備
を
し
て
安
全

と
認
め
た
自
転
車
に
貼
ら
れ
る
マ
ー

ク
。
そ
し
て
、
付
帯
保
険
が
付
い
て

い
る
た
め
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
で

も
安
心
で
す
。

　

平
成
21
年
に
高
校
生
が
自
転
車
で

　

自
転
車
で
違
反
行
為
を
繰
り
返
し

た
運
転
者
に
安
全
講
習
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
制
度
が
、
６

月
か
ら
全
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

酒
酔
い
運
転
や
、
信
号
無
視
な
ど

で
３
年
以
内
に
２
回
以
上
摘
発
さ
れ

た
14
歳
以
上
の
運
転
者
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
25
年
６
月

に
成
立
し
た
改
正
道
路
交
通
法
に
基

づ
く
も
の
。
事
故
に
つ
な
が
る
14
項

目
が
「
危
険
行
為
」
に
指
定
さ
れ
、

一
時
不
停
止
や
携
帯
電
話
を
使
用
し

な
が
ら
の
運
転
で
起
こ
し
た
事
故
な

ど
も
危
険
行
為
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

危
険
行
為
を
理
由
に
交
通
違
反
切

符
を
２
回
以
上
交
付
さ
れ
た
運
転
者

は
、
３
か
月
以
内
に
安
全
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
講

習
を
放
置
す
る
と
、
５
万
円
以
下
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

走
行
中
に
道
路
を
横
断
中
の
歩
行
者

と
接
触
し
、
相
手
が
転
倒
。
脳
挫
傷

な
ど
で
記
憶
が
戻
ら
な
く
な
っ
た
ケ

ー
ス
で
は
、
対
人
賠
償
と
し
て
約
９

４
０
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
前
提

で
す
が
、
万
が
一
、
交
通
事
故
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
た
め
に
も
、

赤
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
を
取
り
扱
う
「
県
自
転

車
軽
自
動
車
商
業
協
同
組
合
」
に
加

盟
し
て
い
る
市
内
自
転
車
店
舗
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
民
間
保
険
な
ど
を
活

用
し
て
自
分
に
合
っ
た
補
償
内
容
で

加
入
す
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

6月1日から14歳以上が対象

危険運転に講習義務
取り締まり強化

改　正

×加入して安心
赤色 TSマーク

備　え

14 項目の危険行為

赤色 TSマークの付帯保険の補償内容

・信号無視
・通行禁止道路の通行禁止
・歩行者用道路での徐行違反など
・通行区分（歩道・右側通行など）違反
・路側帯での歩行者の通行妨害
・遮断機が閉じた踏切への立ち入り
・交差点での優先道路通行車の妨害など
・交差点で右折する際の車両の進行妨害など
・環状交差点違反
・一時不停止
・歩道での歩行者妨害など
・ブレーキのない、またはブレーキ
の効かない自転車運転
・酒酔い運転
・安全運転義務違反

有効期間は1年

・賠償責任補償　5,000万円
・障害補償
　死亡・重度後遺障害 一律 100万円
　傷害入院15日以上 一律 10万円
・被害者見舞金
　傷害入院15日以上 一律 10万円

メ
ー
ル
を
見
な
が
ら…

音
楽
を
聴
き
な
が
ら…

「
な
が
ら
運
転
」
は

と
て
も
危
険
な
行
為
で
す
。

民事の高額賠償責任
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　自転車による交通事故を防ぐた
めには、スピードを出さず、左側
通行し、交差点で一旦停止する、
という当たり前のような基本を守
るほかありません。
　自転車事故の傾向として、主要
地方道など大きな道よりも狭い生
活道路で事故が起きます。ま
た、スピードを出して歩道を走
り、歩行者と接触する事故も
発生しています。
身近な乗り物である自転車
を歩行者と同じ感覚で扱っ
ているために事故が起き
ています。自転車は車両
であるということを忘れ
ずに、また、乗るのでは
なく「運転している」

　
県
内
で
は
、
歩
行
者
事
故
を
抑
止

す
る
た
め
、
自
発
光
式
反
射
材
の
着

用
を
推
進
す
る
「
ピ
カ
ッ
と
作

戦
！
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
夕
暮
れ
時
（
16
〜
18

時
）
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
が
大

幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
一
定
の
事
故

抑
制
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
夕
暮
れ
時

に
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
、
そ
の
発
生
状
況
を
分
析
す
る

と
、
①
歩
行
者
は
反
射
材
を
着
用
し

て
い
な
い
、
②
運
転
者
は
、
歩
行
者

を
未
発
見
ま
た
は
発
見
が
遅
れ
て
い

る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
の
す
べ

て
が
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
、

「
明
る
く
、
目
立
ち
、
光
る
」
こ
と

で
、
お
互
い
を
早
期
に
発
見
し
て
安

全
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
自
転
車
の
場
合
は
、
移
動
ス

ピ
ー
ド
が
あ
り
発
見
が
遅
れ
や
す
い

た
め
、
車
輪
の
ス
ポ
ー
ク
部
分
へ
の

反
射
材
取
り
付
け
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
自
身
に
も
自
発
光
式
反
射
材
を

つ
け
る
な
ど
、
自
ら
の
命
を
守
る
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ということを再認識してくださ
い。
　自転車が加害者になる事故で未
成年者側に過失があった事例では、
親がその責任をとり、家を売却し
賠償したという話がありますが、
ニュースになっていない高額賠償
の例は少なくありません。
　7月11日からは夏の交通安全県
民運動が始まります。掛川市の交
通安全スローガンは「止まる、見
る、待つ」。原点に戻り、これを
きちんと行うことが交通事故を無
くす近道です。誰もが望まない被
害者にも加害者にもならないよう
に、また、人の命が奪われるよう
な不幸な事故を無くすためにも、
一人ひとりが交通ルールを守りま

×反射材を活用
ピカッとアピール

作　戦
夕暮れ時・夜間の事故防止

お互いが加害者や被害者に
ならないために

自転車は「車」の仲間という意識を!
事故防止は「止まる、見る、待つ」の基本を忠実に

◆掛川警察署
　交通課交通係長　伊藤悦郎さん

タイヤのスポーク
に反射材をつけた
り、自発光式反射
材を自身に身につ
けたりすると、遠
くからも自転車の
存在をアピールで
きます。
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市
内
の
救
急
統
計
を
み
る
と
、

救
急
出
動
し
た
件
数
は
、
平
成
25

年
に
１
年
間
の
出
動
回
数
と
し
て

は
過
去
最
多
と
な
る
３
７
２
５
件

を
記
録
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
に

は
前
年
比
で
50
件
減
少
し
ま
し
た

が
、
新
市
に
な
り
統
計
を
始
め
た

平
成
18
年
と
比
べ
る
と
約
４
０
０

件
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
全
て
の
年
で
50
％
以

上
の
出
動
が
軽
症
だ
っ
た
こ
と
が
、

数
字
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
（
下
記
表
参
照
）
。

　

実
際
に
あ
っ
た
例
と
し
て
次
の

よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
突
き
指
を
し
た
か
ら
救
急
車
で

　

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
入
院
予
定
日
だ
か
ら
、
病
院
に

　

行
き
た
い
。

・
ど
こ
の
開
業
医
が
や
っ
て
い
る

　

の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
病
院
で
長
く
待
ち
た
く
な
い
。

・
昨
夜
か
ら
熱
が
続
い
て
い
る
た

　

め
救
急
車
で
病
院
に
行
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
や
状
況
で
救

急
要
請
さ
れ
る
と
、
緊
急
を
要
す

る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
救
命
活

動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
出
動
で
き
る
救
急
車
の
台

数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
大
切

な
命
を
守
る
た
め
、
救
急
車
の
適

正
な
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

モ
ラ
ル
あ
る
救
急
車
の
適
正
利
用
を
！

申 問 中央消防署 （☎21-0119）
 西分署 （☎23-0119）
 南消防署 （☎48-0119）

本
当
に
救
急
車
が
必
要
？

救急件数
搬送人員

軽症割合
 軽症 中等症 重症 死亡 その他 合計

 H18 3,278 1,938 1,055 187 38 3 3,221 60.2%
 H19 3,344 1,923 1,092 203 39  3,257 59.0%
 H20 3,321 1,926 1,036 208 32  3,202 60.1%
 H21 3,335 1,962 1,083 185 30 2 3,262 60.1%
 H22 3,536 2,071 1,147 239 13  3,470 59.7%
 H23 3,604 2,136 1,165 197 17  3,515 60.8%
 H24 3,585 2,107 1,116 187 49 4 3,463 60.8%
 H25 3,725 1,952 1,358 166 57  3,533 55.3%
 H26 3,675 1,956 1,335 115 43  3,449 56.7%

救
急
車
利
用
の

50
％
以
上
は

軽
症
で
し
た

救急隊による訓練の様子
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大人の症状

小児（15歳未満）の症状

大人と小児に共通する症状

　

左
記
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、

重
大
な
病
気
や
け
が
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
若
い
世
代
の
人
が
、
夜

間
受
診
で
き
る
病
院
が
分
か
ら
ず
、

か
ぜ
の
症
状
な
ど
で
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
何
で
も
相
談
で
き
る

か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
た
り
、
夜

間
や
休
日
に
診
療
し
て
い
る
小
笠

掛
川
急
患
診
療
所
（
希
望
の
丘

内
・
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
知
っ
て

お
い
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
急
な
発
熱
や

病
気
、
け
が
で
夜
間
ま
た
は
休
日

に
受
診
し
よ
う
か
迷
っ
た
と
き
は
、

「
静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
保
健
師
や

看
護
師
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

重
症
患
者
の
も
と
へ
い
ち
早
く

救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
は
い
え
、
こ
ん
な
と
き
は

た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
を

迷
っ
た
ら
、
急
患
診
療
所
や

か
か
り
つ
け
医
に

救える命をお互いに守り合える
適正利用をお願いします

　掛川市には、中央消防署、
西分署、南消防署で全5台の
救急車が配置され、24時間
体制で運用しています。
　出動件数の増加に伴い、
市内の全ての救急隊が同時
に出動し、救急車を必要と
する方に待っていただかな
くてはならないケースも発生
しております。
　軽症の方に対する救急出
動中に、命の危険な方の搬

送が遅れ、助かるはずの命を救うことができなくなっ
てしまうかもしれません。救える命をお互いの心遣い
で守り合えるような、救急車の適正利用をお願いし
ます。

中央消防署
署長　太田幹雄

めらわずに
救急要請してほしい症状

応急手当も大切です!
普通救命講習会のご案内

　

救
急
車
到
着
ま
で
の
応
急
手
当

で
、
救
命
効
果
が
変
わ
り
ま
す
。

　

掛
川
市
消
防
本
部
で
は
、
９
月

以
降
の
普
通
救
命
講
習
（
一
般
公

募
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

内
容　
応
急
手
当
の
講
義
、
胸
骨

圧
迫
お
よ
び
人
工
呼
吸
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法

と
き　
午
前
９
時
〜
正
午

定
員　
各
講
習
約
30
人（
先
着
順
）

 とき ところ
 9月17日（木） 西分署
 10月15日（木） 南消防署
 11月19日（木） 西分署
 12月17日（木） 南消防署
 1月21日（木） 西分署
 2月18日（木） 南消防署
 3月17日（木） 西分署

【意識の障害】
　・意識（返事）がない
　・もうろうとしている
【けいれん】
　・けいれんが止まらない
　　（止まっても意識が戻　
　らない）
【外傷・やけど】
　・広範囲のやけど
　・大人=大量の出血を伴う
　　　　外傷
　・小児=痛みのひどいやけど

【じんましん　小児】
　・虫に刺され全身にじんま
　しんが出て、顔色が悪く
　なった
【吐き気　大人】
　・冷や汗を伴うような強い
　吐き気
【飲み込み】
　・異物を飲み込み意識がない
【そのほか】
　・いつもと違い様子がおか
　しいなど

た

顔
頭

●顔半分が動きにくい、
あるいはしびれる
●ニッコリ笑うと口や顔
の片方がゆがむ
●ろれつが回りにくい、
うまく話せない
●視野が欠ける
●ものが突然二重に見
える
●顔色が明らかに悪い

顔
●くちびるの色が紫色
で、呼吸が弱い

手足
●手足が硬直している

胸
●激しいせきやゼーゼー
して呼吸が苦しく、
顔色が悪い

手足
●突然のしびれ
●突然、片方の腕や足
に力が入らなくなる

●突然の激しい頭痛
●突然の高熱
●支えなしで立てない
ぐらい急にふらつく

腹
●突然の激しい腹痛
●持続する激しい腹痛
●吐血や下血がある

胸や背中
●突然の激痛
●急な息切れ、呼吸困難
●胸の中央が締め付け
られるような、または
圧迫されるような痛み
が2～3分続く
●痛む場所が移動する

頭
●頭を痛がって、けいれ
んがある
●頭を強くぶつけて、
出血が止まらない、
意識がない、けいれ
んがある

おなか
●激しい下痢やおう吐
で水分が取れず食欲
がなく意識がはっき
りしない
●激しいおなかの痛み
で苦しがり、おう吐が
止まらない

●ウンチに血が混じった
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みんなで自殺を防ごう��
予防のポイントは�

気づく、支える、つなぐ�
�福祉課障害者福祉係（　21-1139／FAX21-1163）�

�
�

自
殺
者
数
は
�

交
通
死
亡
事
故
の
6
倍
！
�

平
成
26
年
、
全
国
の
自
殺
死
亡

者
数
は
3
年
連
続
で
3
万
人
を
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
死

亡
者
数
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

（
全
国
で
約
4
千
人
強
）
と
比
べ

て
も
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。
�

自
殺
に
は
、
心
や
身
体
の
健
康

問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
な
ど
の

社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
ま

す
が
、
社
会
的
な
支
援
が
あ
れ
ば

「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
死
」
で
す
。
�

他
人
事
に
せ
ず
、
地
域
や
家
族

全
体
で
お
互
い
を
見
守
り
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
�

�
自
殺
の
3
割
は
う
つ
状
態
�

自
殺
を
考
え
る
人
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
か
ら
心
理
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
た
結
果
、
う
つ
状
態
に
な
っ

て
い
る
人
が
3
割
近
く
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
�

「
う
つ
」
は
、
自
分
で
は
気
づ

き
に
く
い
も
の
。
特
に
中
高
年
の

男
性
に
は
そ
の
傾
向
が
強
い
た
め
、

家
族
や
周
り
の
人
が
一
緒
に
相
談

し
た
り
、
適
切
な
専
門
機
関
に
つ

な
げ
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
�

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
や
�

　
最
寄
り
の
「
ふ
く
し
あ
」
へ
相
談
を
�

�こん
な
変
化
あ
り
ま
せ
ん
か
？
�

□
集
中
力
が
な
く
な
り
、
家
事
や

仕
事
の
能
率
が
落
ち
た
。
�

□
表
情
が
暗
く
、
ぼ
ー
っ
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
�

□
「
だ
る
い
」
と
い
う
こ
と
が
増

え
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
。
�

□
眠
れ
な
い
よ
う
で
、
夜
中
に
た

び
た
び
目
を
覚
ま
す
。
�

□
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
関
心
が
な
く

な
っ
た
。
�

�自
殺
予
防
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
�

死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
、

心
の
中
で
「
生
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
悩
み
を
抱
え
な
が

ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
�

身
近
な
人
で
も
気
づ
き
に
く
い

場
合
も
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が

協
力
し
合
っ
て
支
援
し
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
�

■
気
づ
く
�

　
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
人
の
悩

み
に
気
づ
き
声
を
か
け
る
。
�

■
支
え
る
�

　
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
話
を
聴
く
。
�

■
つ
な
ぐ
�

　
専
門
家
へ
の
相
談
や
社
会
的
な

支
援
に
つ
な
げ
る
。
�

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、
�

ま
ず
は
専
門
家
に
相
談
を
�

2
週
間
以
上
の
不
眠
（
※
）
や

日
常
の
変
化
が
気
に
な
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
（
毎
月
第
1
水
曜
日
　

予
約
制
）
、
最
寄
り
の
「
ふ
く
し

あ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

回
復
へ
の
第
一
歩
は
、
専
門
家

へ
の
相
談
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
本

人
が
た
め
ら
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
、
家
族
や
会
社
の
関
係
者

だ
け
で
も
相
談
に
行
き
、
専
門
家

の
意
見
を
仰
い
で
み
ま
し
ょ
う
。
�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
だ
け

で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
一
度
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

※
眠
り
た
い
と
い
う
意
思
に
反
し
て
眠

れ
な
い
状
態
�

自死遺族相談を�
ご利用ください�

�
突然大切な人を失うと、生活だけ

でなく心や身体にさまざまな変化が
表れることがあります。�
ひとりで悩まずに、ぜひご相談く

ださい。秘密は厳守されます。�

とき　平成27年7月1日、8月5日、9月2日、�
　10月7日、11月4日、12月2日、平成�
　28年1月6日、2月3日、3月2日（全て水
　曜日）�
ところ　静岡県精神保健福祉センター�
　（静岡市駿河区　静岡総合庁舎別館）�
相談　専門相談員が対応�
　　　まずはお電話を 　054-286-9245

各ふくしあ連絡先：東部（　61-2900）、中部（　28-9713）、西部（　29-5977）、大東（　72-1116）、大須賀（　48-1007）�

�

  27,283 840 25,427 755�

 男性 18,787 604 17,386 552�

 女性 8,496 236 8,041 203�

  4,373 184 4,113 143�

�

�

�

平成25、26年中の自殺者数（内閣府HP）�

� 平成25年� 平成26年�

全国� 静岡� 全国� 静岡�

自殺者�
総数�

交通死亡�
事故者�

か
ら
だ
�
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血
液
に
は
�

有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
�

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

�� 7
月
「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
月
間
」
�

�

▲献血ルーム・あおば（静岡市葵区）�

�

み
な
さ
ん
は
、
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
い
ま
だ
に
、
輸
血
用
の
血
液
は
人

工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
み
な

さ
ん
に
献
血
を
お
願
い
し
、
血
液
を
確
保
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
�

7
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
月
間
」
。

献
血
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
�

�

少
し
の
勇
気
で
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
人
助
け
が
献
血
で
す
�

��

わ
ず
か
40
分
で
�

救
え
る
命
が
あ
る
�

��

い
つ
も
献
血
を
�

お
願
い
す
る
ワ
ケ
�

献
血
が
�

で
き
る
と
こ
ろ
�

服
薬
中
は
�

献
血
で
き
な
い
？
�

福祉課（　21-1140）�
�
�

献
血
に
か
か
る
時
間
は
受
付
か

ら
採
血
後
の
休
憩
ま
で
で
4
0
0

㍉
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
20
〜
40
分
。

実
際
に
針
を
刺
し
て
い
る
時
間
は

平
均
で
5
分
か
ら
15
分
で
す
（
成

分
献
血
は
約
90
分
）
。
�

チ
ク
ッ
と
し
た
痛
み
は
あ
り
ま

す
が
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
勇
気

が
あ
れ
ば
、
誰
か
の
命
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
献
血
で
す
。
�

����血
液
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま

す
。
血
液
製
剤
の
有
効
期
間
は
、

赤
血
球
が
21
日
間
、
血
小
板
が
4

日
間
と
大
変
短
く
、
長
期
間
保
存

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
�

こ
の
た
め
、
県
内
で
は
毎
日

4
0
0
人
分
の
献
血
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
�

����薬
を
飲
ん
だ
り
使
用
し
た
り
し

て
い
て
も
、
献
血
が
で
き
る
薬
も

あ
り
ま
す
。
�

血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
薬
、
漢
方
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー

の
薬
は
、
比
較
的
、
献
血
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

市
販
の
風
邪
薬
な
ど
も
、
前
日

ま
で
の
服
用
な
ら
大
丈
夫
。
詳
し

く
は
、
事
前
に
血
液
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

����
【
献
血
バ
ス
】
�

と
き
　
毎
月
第
3
火
曜
日
（
31
ペ
ー

ジ
下
段
参
照
）
�

受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1

時
20
分
�

と
こ
ろ
　
掛
川
市
役
所
駐
車
場
�

※
そ
の
ほ
か
の
献
血

会
場
は
血
液
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
�

【
県
西
部
エ
リ
ア
献
血
ル
ー
ム
】
�

〇
献
血
ル
ー
ム
・
み
ゅ
う
ず
（
浜

松
市
中
区
板
屋
町
1
1
0
‐
5
／

　
0
1
2
0
‐
9
3
0
‐
1
5
0
）�

〇
静
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

浜
松
事
業
所
（
月
・
水
・
土
曜
日

の
み
／
浜
松
市
東
区
中
里
町
1
0
�

　
1
3
／
　
0
5
3
‐
4
2
1
‐
3
�

　
1
5
1
）
�

※
献
血
時
間
・
定
休
日
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�
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6月 5 1  6�

7月 5  1 6�

8月 9  3 12�

9月 3   3�

 計 22 1 4 27

保
健
予
防
課
（
　
23-

8
1
1
1
）
�

�

夏
季
に
は
全
国
で
4
万
人
前
後

の
方
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
職
場
や
学
校
、
ス
ポ
ー

ツ
現
場
で
の
発
生
だ
け
で
な
く
、

夜
間
や
屋
内
も
含
め
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
層
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
�

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を

も
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
�

次
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
熱
中
症

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
日
中
に
症
状

が
出
ず
、
帰
宅
後
に
具
合
が
悪
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

●
軽
 
症
�

　
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉

痛
、
汗
が
と
ま
ら
な
い
�

●
中
等
症
�

　
頭
痛
、
吐
き
気
、
身
体
が
だ
る

い
（
け
ん
怠
感
）
、
虚
脱
感
�

●
重
 
症
�

　
意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、
体

温
が
高
い
、
呼
び
か
け
に
対
し

返
事
が
お
か
し
い
、
ま
っ
す
ぐ

に
歩
け
な
い
・
走
れ
な
い
�

①
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
す
る
�

（
汗
を
か
い
た
ら
適
度
に
塩
分
も
）
�

②
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を
使
う
�

③
涼
し
い
服
装
に
す
る
�

④
部
屋
の
温
度
を
測
定
し
、
エ
ア

コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
使
う
�

⑤
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
で
体
を
冷

や
す
�

���●
意
識
が
あ
り
反
応
が
正
常
な
と
き

　
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
�

 
 
 
 
 
 
 
←
�

　
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す
�

 
 
 
 
 
 
 
←
�

　
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
�

●
水
を
自
力
で
飲
め
な
い
、
症
状

が
改
善
し
な
い
、
意
識
が
な
い
、

反
応
が
お
か
し
い
と
き
�

　
直
ち
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ

う
。
�

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
が
�

し
た
ら
要
注
意
�

水
分
補
給
や
涼
し
い
�

服
装
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
�

�熱
中
症
は
症
状
を
確
認
し
て
�

対
処
し
ま
し
ょ
う
�

�

山下晴加  保健師�
（保健予防課）�

�

平成26年度市内熱中症救急搬送件数�
�
�
�

軽症� 計�中等症�重症�

急に暑くなった日や活動の初日は注意�
体温調節には、暑い環境での運動や�
作業を初めてから数日かかります。�

�

 �

・気温・湿度が高い�

・風が弱い�

・締め切った屋内�

①環境�

・激しい・慣れない運動�

・長時間の屋外作業�

・水分補給できない状況�

②行動�

・高齢者や乳幼児�

・持病（糖尿病や精神疾患など）�

・体調不良（二日酔い・寝不足）�

③からだ�
�

熱中症は、大丈夫だと思っても・・・�
昨年、市内で熱中症により救急搬送され

た方の3分の2は、屋外での運動、工事現場

や農作業などによるものでした。農作業を

していた70歳代の女性は、翌朝、寝室で意

識障害やまひなどが出たり、作業現場で働

いていた30歳代の職人はしびれが出現、一

旦消失したものの帰宅後に体調を崩したり

しました。どちらの方も自宅に戻ってから

救急搬送されています。�

熱中症は、一旦症状が落ち着いてもあと

から出現する場合もあります。家族やご近

所同士で「体調はどう？」「水分とった？」

などお互いの様子を気遣い、熱中症の予防

に取り組みましょう。�

熱中症を引き起こす3つの要因�
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市
民
総
代
会
地
区
集
会
�

身
近
な
地
域
の
こ
と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
�

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
」
�

��

市
民
総
代
会
地
区
集
会
と
は
…
�

�各
地
区
か
ら
、
自
治
区
の
役
員

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
み

な
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

市
長
を
は
じ
め
市
職
員
が
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
な
ど
の
情
報
提
供
を

し
ま
す
。
�

ま
た
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
�

平
成
27
年
度
市
民
総
代
会
中
央

集
会
に
お
い
て
、
区
長
会
連
合
会

か
ら
、
今
年
の
共
通
意
見
交
換
テ
ー

マ
は
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
に
向
け
て
」
と
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
の
住

民
の
み
な
さ
ん
が
地
域
の
将
来
像

を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

地
区
集
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・

要
望
・
提
案
は
、
重
要
度
・
緊
急

度
に
応
じ
て
翌
年
の
施
策
や
予
算

編
成
に
反
映
す
る
ほ
か
、
応
答
記

録
集
『
市
長
・
区
長
交
流
控
帖
』

に
ま
と
め
ら
れ
、
各
地
区
な
ど
に

配
布
し
ま
す
。
�

�
※
多
く
の
女
性
の
意
見
を
今
後
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す

る
た
め
、
今
年
度
は
女
性
の
参

加
率
30
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
と

し
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
�

�

区
長
会
連
合
会
事
務
局
�

（
生
涯
学
習
協
働
推
進
課
�

　�
　　　　　　　�

　
　
21-

1
1
2
9
）
�

�

kyodo@
city.kakegaw

a.�

shizuoka.jp
 7
月
28
日
（火）�
 西
山
口
 
 

東
部
ふ
く
し
あ
　
　
�

 8
月
5
日
（水）�
 原
泉
 
 
 

原
泉
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

 

7
日
（金）�
 粟
本
 
 
 

粟
本
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

 

14
日
（金）�
 倉
真
 
 
 

倉
真
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

 

21
日
（金）�
 睦
浜
・
大
坂
 

大
東
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
�

 

 大
須
賀
第
一
・
�

 
 

第
二
・
第
三
 
 
 
大
須
賀
中
央
公
民
館
�

　
　
27
日
（木）�
 千
浜
 

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

　
　
28
日
（金）�
 上
内
田
 

上
内
田
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

9
月
1
日
（火）�
 東
山
口
 

東
山
口
小
学
校
体
育
館
�

 

4
日
（金）�
 原
田
 

原
田
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
　
8
日
（火）��
 佐
束
 

佐
束
公
民
館
�

　
　
9
日
（水）�
 中
 

中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
�

　
　
24
日
（木）�
 土
方
 

大
東
北
公
民
館
�

　
　
25
日
（金）�
 掛
川
第
三
・
第
四
 中
央
小
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

�
 
　
28
日
（月）�
 掛
川
第
五
 

掛
川
第
五
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
　
30
日
（水）�
 南
郷
・
西
南
郷
 

南
郷
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

10
月
1
日
（木）�
 城
北
 

城
北
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
�

 

5
日
（月）�
 桜
木
 

桜
木
ホ
ー
ル
�

 

6
日
（火）�
 曽
我
 

曽
我
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
　
8
日
（木）�
 西
郷
 

西
郷
み
ら
い
館
�

　
　
21
日
（水）�
 原
谷
 

原
谷
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　
　
22
日
（木）�
 大
渕
 

大
渕
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
ア
イ
ク
）
�

　
　
27
日
（火）�
 掛
川
第
一
・
第
二
 
第
一
小
学
校
多
目
的
教
室
�

 　
　
30
日
（金）�
 和
田
岡
 

和
田
岡
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

11
月
2
日
（月）��
 日
坂
・
東
山
 

東
山
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

各地区の開催日程（開催時間：午後7時～9時）�

25
日
（火）
�

�

平成26年度地区集会の様子�

�
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イノシシ被害が増加中�
荒廃した里山は有害鳥獣の隠れ家に�

野良猫へ安易に餌を与えないで�
その猫の一生に責任を持つ覚悟がありますか？�
�

農林課�
（　21-1147）�
�

環境政策課�
（　21-1145）�
�
�

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ナ
グ
マ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
、
市
内
で
有
害
駆
除
し
た

イ
ノ
シ
シ
は
5
2
2
頭
。
そ
れ
で

も
、被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
�

イ
ノ
シ
シ
は
、
元
々
臆
病
な
動

物
で
す
が
、
荒
廃
し
た
里
山
の
茂

み
が
絶
好
の
隠
れ
場
所
と
な
り
、

人
里
近
く
に
居
つ
い
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
里
山
の
雑
草
を

刈
り
払
い
、
隠
れ
る
場
所
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。
�

ま
た
、
野
菜
の
残
り
か
す
や
生

ゴ
ミ
を
畑
に
捨
て
る
こ
と
は
、
餌

付
け
を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
�

無
責
任
な
餌
付
け
は
、
�

環
境
悪
化
や
ト
ラ
ブ
ル
に
�

�野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と
そ
の

場
所
に
居
つ
く
よ
う
に
な
り
、
ふ

ん
、
尿
、
餌
の
食
べ
残
し
な
ど
の

臭
い
や
、
発
情
期
の
鳴
き
声
な
ど

で
、
周
囲
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

結
果
と
し
て
、
不
幸
な
野
良
猫

を
一
層
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た
り
、

本
当
に
猫
が
好
き
な
人
の
イ
メ
ー

ジ
を
悪
く
し
た
り
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
�

餌
を
与
え
る
場
所
や
排
便
の
場

所
は
、
自
分
の
敷
地
内
に
す
る
な

ど
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
�

野
良
猫
に
「
か
わ
い
そ
う
」
「
か

わ
い
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
だ
け

で
、
安
易
に
餌
を
与
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
で
す
。
�

�
1
匹
の
猫
が
�

1
年
で
20
匹
以
上
に
！
�

�メ
ス
の
猫
は
、
生
ま
れ
た
年
の

秋
に
は
出
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

1
回
で
4
〜
8
匹
の
子
ど
も
を
産

み
、
1
年
に
2
〜
4
回
出
産
し
ま

す
。
�

ま
た
、
オ
ス
の
猫
は
、
生
後
8

〜
12
か
月
で
子
作
り
を
始
め
る
の

で
、
屋
外
へ
放
し
て
飼
わ
れ
る
場

合
な
ど
は
、
よ
そ
の
猫
を
増
や
し

か
ね
ま
せ
ん
。
去
勢
手
術
を
忘
れ

ず
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
�

生
ま
れ
た
子
猫
す
べ
て
を
責
任

を
持
っ
て
飼
い
続
け
ら
れ
な
い
人

は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
�

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
増
加
�

1
年
で
5
2
2
頭
を
駆
除
�

�

市内で撮影されたイノシシ�

�

� 各
種
対
策
を
実
施
中
�

電
気
柵
や
わ
な
設
置
に
補
助
�

�

子猫にはつい餌を与えてしまいたくなりますが…�

◆
農
作
物
を
守
る
電
気
柵
の
設
置

に
対
し
、
10
万
円
を
上
限
に
設

置
費
用
の
3
分
の
1
以
内
を
補

助
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
な
の
購

入
に
も
補
助
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
農
作
物
の
被
害
や
住
民
の
安
全

が
脅
か
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
鳥
獣
保
護
法
の
も
と
、

猟
友
会
の
協
力
で
捕
獲
し
ま
す
。

ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
費
を
3

分
の
1
以
内
で
補
助
し
ま
す
。
�

�
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら
�

イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動
物
で
人

を
襲
う
こ
と
は
稀
で
す
が
、
興
奮

状
態
や
至
近
距
離
で
突
然
出
会
っ

た
場
合
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。�

そ
の
際
は
急
に
走
り
出
さ
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
向
か
い
合
っ
た
ま
ま

で
後
退
し
ま
し
ょ
う
。
た
て
が
み

を
逆
立
て
、
シ
ュ
ー
、
カ
ッ
カ
ッ

カ
ッ
と
威
嚇
音
を
発
し
て
い
る
場

合
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
�

ま
た
、
う
り
坊
（
イ
ノ
シ
シ
の

子
）
を
見
か
け
て
も
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
近
く
に
親
が
い
る

可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
�

ま
れ
�
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国
民
健
康
保
険
制
度
と
は
�

加
入
者
の
病
気
や
け
が
な
ど
に

保
険
給
付
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
制
度
で
、
財
源
は
加
入
者
が

納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
と
、
国
・
県
負
担
金
、
市
の

一
般
会
計
繰
入
金
な
ど
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
�

な
お
、
国
民
健
康
保
険
は
、
職

場
な
ど
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
へ
の
加
入
者
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
を
除
い
た

全
て
の
方
が
加
入
し
ま
す
。
�

国
民
健
康
保
険
税
と
は
�

次
の
①
②
③
か
ら
構
成
さ
れ
、

課
税
額
は
そ
れ
ぞ
れ
所
得
割
額
、

資
産
割
額
、
均
等
割
額
、
平
等
割

額
を
合
計
し
て
計
算
し
ま
す
。
�

①
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）
�

国
保
加
入
者
が
病
院
な
ど
に
か

か
っ
た
場
合
の
医
療
機
関
へ
支
払

う
診
療
報
酬
、
出
産
育
児
一
時
金
、

葬
祭
費
な
ど
の
給
付
金
�

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

（
支
援
分
）
�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

者
の
医
療
に
か
か
る
費
用
の
一
部
�

③
介
護
納
付
金
課
税
額
（
介
護
分
）
�

介
護
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め

の
納
付
金
（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
に
課
税
）
�

国
保
税
の
納
税
義
務
者
と
は
�

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
世
帯
の
中
に
国
保
加

入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
保
に

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得

や
固
定
資
産
税
額
な
ど
は
課
税
対

象
外
で
す
が
、
通
知
な
ど
は
全
て

世
帯
主
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
�

不妊治療の経済的負担を軽減�
所得制限なし／男性不妊治療費の助成始まる�

国保・国保税の基礎知識�
国民健康保険税や制度について再確認を�

賦課：市税課（　21-1136）�
資格：国保年金課（　21-1143）�
�

保健予防課�
（　23-8111）�

市
は
、
不
妊
治
療
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
�

今
年
度
か
ら
助
成
対
象
者
の
所

得
制
限
を
な
く
し
た
ほ
か
、
男
性

不
妊
治
療
費
の
助
成
も
始
め
ま
し

た
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

�
■
特
定
不
妊
治
療
�

　
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
�

対
象
者
　
夫
ま
た
は
妻
の
住
所
地

が
市
内
�

補
助
額
　
1
回
に
つ
き
10
万
円
以

内
（
1
年
度
に
2
回
ま
で
／
平

成
27
年
度
に
初
め
て
申
請
す
る

場
合
は
3
回
）
�

補
助
率
　
治
療
費
の
2
分
の
1
以

内
（
県
か
ら
の
補

助
金
を
除
く
）
�

■
男
性
不
妊
治
療
�

対
象
者
　
①
夫
ま
た
は
妻
の
住
所

地
が
市
内
②
特
定
不
妊
治
療
の

補
助
対
象
者
③
特
定
不
妊
治
療

開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未

満
�

補
助
額
　
10
万
5
千
円
以
内
�

補
助
率
　
治
療
費
の
10
分
の
7
以

内
（
平
成
27
年
4

月
診
療
分
か
ら
対

象
）
�

■
一
般
不
妊
治
療（
人
工
授
精
）�

対
象
者
　
①
夫
ま
た
は
妻
の
住
所

地
が
市
内
②
治
療
開
始
日
の
妻

の
年
齢
が
40
歳
未
満
�

補
助
額
　
6
万
3
千
円
以
内
（
継

続
す
る
2
年
間
あ
た
り
）
�

補
助
率
　
治
療
費
の

10
分
の
7
以
内
�

4.9％ 20.0％ 51万円�

1.6％ 8.0％ 16万円�

1.2％ 7.0％ 14万円�

�※詳しくは市税課、大東・大須賀支所市民窓口係または7月中下旬�
　送付の国保税納税通知書などでご確認ください。�
※市ホームページ：http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/�
　　　　　　　　　life/zeikin/hokenzei/index.html�
�

平成27年度の税率�

� 賦　課�
限度額�
�

所得割額�資産割額� 均等割額� 平等割額�

①医療分�
　0～74歳�
②支援分�
　0～74歳�
③介護分�
　40～64歳�

加入者1人に�
つき20,000円�
加入者1人に�
つき  8,000円�
加入者1人に�
つき10,000円�

1世帯につき�
20,000円�

1世帯につき�
8,000円�

1世帯につき�
5,600円�
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�

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
�

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
場
合
に
は
行

政
な
ど
と
連
携
し
て
援
助
を
行
う

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、

地
域
の
児
童
・
妊
婦
の
生
活
や
取

り
巻
く
環
境
状
況
を
把
握
し
、
援

助
を
行
う
児
童
委
員
を
兼
務
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
委
員
の
中

に
は
、
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委

員
」
が
い
ま
す
。
�

地
域
か
ら
選
ば
れ
た
民
生
委
員

は
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
後
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

す
。
３
年
間
の
任
期
の
中
で
、
「
社

会
奉
仕
の
精
神
」
の
基
本
姿
勢
と

活
動
内
容
の
「
守
秘
義
務
」
を
前

提
に
、
福
祉
相
談
や
地
域
の
見
守

り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
現
在
、
1
9
2
人
が
職

務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
�

�
■
地
域
の
暮
ら
し
を
�

　
　
　
　
　
　
守
る
活
動
�

主
な
活
動
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
行
政
や
事
業
者
の
橋

渡
し
役
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
�

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
世

帯
へ
の
定
期
的
な
見
守
り
や
、
悩

み
ご
と
な
ど
の
相
談
業
務
な
ど
、

世
帯
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
把
握
し
て
い
ま
す
。
�

こ
う
し
て
得
た
情
報
を
も
と
に
、

問
題
点
や
意
見
を
ま
と
め
て
行
政

に
提
起
す
る
の
も
民
生
委
員
の
大

切
な
役
割
で
す
。
�

生
活
や
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

で
お
悩
み
の
と
き
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

■
保
護
司
と
は
？
�

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
更

生
保
護
に
携
わ
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
�

主
に
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直
り
や
犯
罪
予
防
の
た

め
、
保
護
観
察
や
生
活
環
境
の
調

整
、
就
職
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
面
接

し
た
り
、
時
に
は
訪
問
し
て
相
談

や
指
導
し
た
り
す
る
な
ど
、
社
会

の
中
で
見
守
り
、
地
域
の
力
で
支

え
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
�

掛
川
地
区
保
護
司
会
の
会
員
は

40
人
。
更
正
を
目
指
す
人
の
た
め

に
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
や
実
情
に
合
っ
た
事
例
研
究
、

広
報
活
動
、

犯
罪
予
防
や

薬
物
乱
用
防

止
な
ど
の
啓

発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 
�

�
■
社
会
を
�

　
明
る
く
す
る
運
動
�

犯
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
つ
い
て
地
域
の
理
解
を
深
め
、犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と

い
う
運
動
で
す
。
�

毎
年
7
月
を
予
防
強
調
月
間
と

し
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、
街
頭

で
の
呼
び
か
け
、
市
内
小
・
中
学

生
か
ら
運
動
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作

文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

過
去
最
多
7
3
0
点
も
の
応
募
が

あ
り
、
掛
川
地
区
更
生
保
護
大
会

で
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 
�

�
■
社
会
貢
献
活
動
�

犯
罪
を
犯
し
た
人
は
年
5
回
程

度
、
福
祉
施
設
や
公
共
の
場
所
で

草
取
り
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護

司
や
更
生
保
護
女
性
会
は
、
対
象

者
と
一
緒
に
作
業
を
行
う
な
ど
、

更
正
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
�

保護司は更生保護を支援しています�
犯罪や非行をした人の立ち直りや再犯予防に尽力 �
�

社会を明るくする運動でチラシを配る保護司ら �

�

更正ペンギンのホゴちゃん�

�

犯罪や非行の
ない社会を目
指そう！�

平成25年度委嘱式で交付を受ける民生委員�

福祉課�
（　21-1140）�
�

福祉課�
（　21-1140）�
�
�

民生委員・児童委員をご存知ですか？�
地域福祉を推進する活動を紹介します�
�

�

�

14



■
選
手
資
格
�

平
成
27
年
9
月
1
日
現
在
、
掛
川
市
に

在
住
・
勤
務
し
て
い
る
人
�

①
小
・
中
・
高
校
生
は
保
護
者
居
住
地
が

掛
川
市
で
あ
る
こ
と
�

②
他
県
在
住
の
一
般
・
高
校
生
は
、
出
身

中
学
校
所
在
地
ま
た
は
保
護
者
居
住
地

が
掛
川
市
で
あ
る
こ
と
�

③
他
県
大
学
に
在
籍
す
る
県
内
出
身
の
大

学
生
は
、
出
身
中
学
校
所
在
地
ま
た
は

保
護
者
居
住
地
が
掛
川
市
で
あ
る
こ
と
�

■
練
習
会
�

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

と
き
　
毎
週
水
曜
日
�

午
後
7
時
〜
（
8
時
30
分
終
了
予
定
）
�

と
こ
ろ
　
�

①
い
こ
い
の
広
場
多
目
的
広
場
（
細
谷
）
�

②
エ
コ
パ
補
助
競
技
場
（
袋
井
市
）
�

※
7
月
1
・
8
・
29
日
は
①
、
7
月
15

・
22
日
は
②
で
す
。
そ
れ
以
降
の
予

定
や
雨
天
の
場
合
は
、
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
�

内
容
　
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
ペ
ー

　
ス
走
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
�

※
8
・
9
月
に
は
選
考
会
を
開
催
�

■
代
表
選
手
選
考
�

練
習
会
の
様
子
や
全
3
回
の
選
考
会

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
10
月
に
決
定
�

第 1区 3.974km�

第 2区 1.848km �

第 3 区 1.469km �

第 4 区 3.549km �

第 5 区 6.478km �

第 6 区 4.288km�

第 7区 3.564km �

第 8 区 3.020km �

第 9 区 4.670km�

第10区 4.310km�

第11区 5.025km 一般（男子）�

�

郷
土
の
温
か
い
声
援
を
受
け
市
代
表
と
し
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

��

12
月
5
日
（土）
静
岡
市
で
開
催
�

�

�
�

�

�

40歳以上�
（男女不問）�

�

中学生・高校生�
（女子）�
中学生・高校生�
（男子）�

�

区間�区間距離� 対象�

中学生・高校生�
（女子）�

�

祝賀�
まつり�

市
制
10
周
年
記
念
事
業
�

�

祭
が
創
る
掛
川
の
和
�

西
郷
局
パ
レ
ー
ド
�

�

つ
く
�

さ

い

ご

う

の

つ

ぼ

ね

�

①
パ
レ
ー
ド
に
参
列
す
る
�

　
侍
女
役
の
女
性
（
若
干
名
）
�

②
当
日
の
協
力
ス
タ
ッ
フ
�

�

屋
台
や
祢
里
の
曳
き
回
し
�

�市
内
各
地
の
祭
り
文
化
は
、
歴

史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
地
域
の
宝

で
す
。
市
制
10
周
年
を
祝
い
、
祝

賀
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
中
村
隆

哉
委
員
長
）
は
、
市
内
の
文
化
交

流
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
掛
川
、

大
東
、
大
須
賀
区
域
有
志
の
屋
台

や
祢
里
を
一
同
に
会
し
、
曳
き
回

し
を
行
い
ま
す
。
�

ま
た
、
徳
川
家
康
公
の
側
室
で

二
代
将
軍
秀
忠
公
の
生
母
で
あ
る

掛
川
ゆ
か
り
の
「
西
郷
局
」
を
、

新
た
な
歴
史
文
化
資
源
と
し
て
広

く
発
信
す
る
た
め
、
掛
川
大
祭
の

三
大
余
興
の
ひ
と
つ
「
奴
道
中
」

な
ど
を
交
え
て
、
街
な
か
を

盛
大
に
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。
�

�
と
き
　
10
月
31
日
（土）
午
前

10
時
〜
午
後
8
時
（
雨
天
時
�

　
11
月
1
日
（日）
に
延
期
）
�

と
こ
ろ
　
掛
川
駅
北
中
心
市
街
地
�

内
容
�

◆
祭
り
が
創
る
掛
川
の
和
�

　
市
内
有
志
の
参
加
に
よ
る
屋
台

や
祢
里
、
獅
子
の
曳
き
回
し
�

　
（
参
加
受
付
締
切
　
7
月
31
日
）
�

◆
西
郷
局
パ
レ
ー
ド
�

　
西
郷
局
を
中
心
に
、
侍
女
や
武

士
な
ど
を
従
え
た
華
や
か
な
仮

装
行
列
�

�

ね
�

ひ
�

り
�

コース紹介（全42.195km）� 第
16
回
市
町
対
抗
駅
伝
選
手
募
集
�

小学生�
（男子）�
小学生�
（女子）�
�一般�
（女子）�
高校生�
（男子）�

中学生�
（男子）�
中学生�
（女子）�

写
真
提
供
・
菊
川
市
�

掛川市選手団事務局�
（NPO法人掛川市体育協会内）�
 24-9781

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
�

観
光
課
内
　
21-

1
1
4
9
）
�
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▲建仁寺の「開山忌法要」�

▲「千玄室」茶道裏千家�
 前家元（右）と�

茶
祖
「
栄
西
禅
師
」
の
遺
徳
を
�

し
の
ぶ
献
茶
式
に
参
列
�

�毎年
、
新
茶
の
初
摘
み
の
始
ま
る
時

期
に
、
粟
ヶ
岳
の
山
頂
に
あ
る
茶
祖
「
栄

西
禅
師
」
の
坐
像
の
前
で
供
養
祭
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
「
栄
西
禅
師
」
の
ご

加
護
の
下
、
良
質
な
新
茶
の
生
産
を
祈

念
し
た
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。
各
地
の

茶
処
で
は
「
栄
西
禅
師
」
を
顕
彰
す
る

像
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
県
内
で
は
掛

川
市
の
粟
ヶ
岳
の
ほ
か
、
袋
井
市
の
油

山
寺
、
島
田
市
の
牧
之
原
公
園
、
静
岡

市
の
臨
済
寺
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
「
栄
西
禅
師
」
が
現
在

の
喫
茶
習
慣
を
広
め
た
功
績
を
た
た
え

供
養
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
栄

西
禅
師
」
は
、
宋
（
中
国
）
か
ら
茶
の

種
を
持
ち
帰
り
、
茶
の
栽
培
な
ど
を
「
喫

茶
養
生
記
」
と
い
う
書
物
に
残
し
、
お

茶
の
効
能
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
茶
祖
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
ゆ
え
ん
で
す
。
�

今
年
は
、
粟
ヶ
岳
で
の
供
養
祭
に
公

務
が
重
な
っ
て
参
列
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
茶
価
の
低
迷
が
供
養
祭
を
欠
礼
し

た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
少
々

滅
入
っ
て
い
た
時
に
、
昨
年
来
、
話
を

進
め
て
き
た
京
都
「
建
仁
寺
」
へ
の
献

茶
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
「
建
仁
寺
」
は
、
京
都

市
東
山
区
に
あ
る
臨
済
宗
建
仁
寺
派
大

本
山
の
寺
院
で
、
開
基
（
創
立
者
）
は

源
頼
家
（
鎌
倉
幕
府
2
代
将
軍
で
源
頼

朝
の
長
男
）
、
開
山
が
「
栄
西
禅
師
」

で
す
。
山
号
は
「
東
山
」
と
い
い
、
掛

川
市
屈
指
の
茶
産
地
で
あ
る
東
山
地
区

と
読
み
方
こ
そ
違
う
も
の
の
、
同
じ
漢

字
に
何
か
の
縁
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
山
地
区
を
中
心
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
茶
草
場
農
法
が
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
山

地
区
の
お
茶
を
ぜ
ひ
「
建
仁
寺
」
に
献

上
し
た
い
旨
を
お
願
い
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
�

去
る
6
月
5
日
に
「
栄
西
禅
師
」
の

遺
徳
を
し
の
ぶ
「
開
山
忌
法
要
」
が
営

ま
れ
、
併
せ
て
「
献
茶
式
」
が
行
わ
れ
、

全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
の
齋

藤
理
事
長
（
※
）
と
一
緒
に
参
列
が
許

さ
れ
ま
し
た
。
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
る
中
、

茶
道
裏
千
家
の
「
千
玄
室
」
前
家
元
が

お
茶
を
た
て
、
そ
れ
を
栄
西
像
に
供
え
、

続
い
て
臨
済
宗
建
仁
寺
派
の
僧
侶
が
読

経
し
、
檀
家
・
信
徒
や
茶
道
関
係
者
と

と
も
に
私
た
ち
も
そ
れ
を
見
守
っ
た
次

第
で
す
。
�

法
要
が
終
わ
っ
た
後
、
前
家
元
か
ら

茶
席
に
お
招
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
公
務
が
残
っ
て
お
り
早
急
に
掛
川
に

帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
丁
重
に

お
断
り
し
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た

方
々
か
ら
、
裏
千
家
は
「
千
利
休
」
を

祖
と
し
、
お
茶
の
世
界
で
一
番
の
規
模

を
誇
っ
て
い
る
最
大
流
派
で
あ
る
、
そ

の
前
家
元
の
ご
招
待
を
断
る
な
ど
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
大
変
な
お
し
か
り

を
受
け
ま
し
た
。
�

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
変
厳
か
で
格

調
の
高
い
「
献
茶
式
」
に
茶
産
地
を
代

表
し
て
参
列
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
と
同
時
に
、
茶
祖
「
栄
西
禅
師
」
の

ご
加
護
の
下
、
厳
し
い
茶
産
業
の
現
実

を
真
正
面
か
ら
捉
え
、
「
掛
川
茶
」
の

名
声
を
更
に
高
め
る
契
機
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
次

第
で
す
。
�

と
う
�
ざ
ん
�

ど
こ
ろ
�

め
�

い
�

さ
ん
�
ご
う
�

せ
ん
�
げ
ん
�
し
つ
�

（※）6月11日に選任�

�
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る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
磨
き
す
ぎ
」

次
に
多
い
の
が
意
外
に
も
「
磨
き
す

ぎ
」
で
す
。
歯
磨
き
は
必
要
以
上
に
強

く
・
長
く
し
て
い
る
と
、
歯
ぐ
き
を
傷

つ
け
知
覚
過
敏
を
起
こ
し
ま
す
。
歯
ブ

ラ
シ
の
毛
先
が
す
ぐ
に
開
い
て
し
ま
う

人
は
要
注
意
で
す
。
逆
に
、
歯
を
あ
ま

り
磨
か
な
い
人
も
知
覚
過
敏
を
起
こ
し

ま
す
の
で
、
適
度
な
歯
磨
き
が
大
切
で

す
。ま

た
、
歯
科
治
療
を
受
け
た
後
に
知

覚
過
敏
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
時
的
な
も
の
と
考
え
て
い

い
と
思
い
ま
す
。
症
状
は
徐
々
に
収

ま
っ
て
い
く
は
ず
で
す
が
、
悪
化
し
て

い
く
よ
う
な
ら
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者

さ
ん
に
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
歯
ぎ
し
り
・
食
い
し
ば
り
」

最
近
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う

の
が
、
「
歯
ぎ
し
り
・
食
い
し
ば
り
」

に
よ
る
知
覚
過
敏
で
す
。
歯
ぎ
し
り
や

寒
い
季
節
が
終
わ
り
、
暖
か
く
な
っ

て
く
る
と
、
冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物

を
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
「
キ
ー
ン
」
と
く
る
嫌
な
感

じ
、
そ
れ
が
「
知
覚
過
敏
」
で
す
。

そ
も
そ
も
、
何
で
歯
が
し
み
る
の

か
？
疑
問
に
思
う
人
も
多
い
は
ず
。
今

回
は
こ
の
原
因
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。「

虫
歯
」

歯
の
中
に
は
神
経
が
あ
り
、
何
ら
か

の
刺
激
を
受
け
て
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
が
み
な
さ
ん
ご
存
知
の

「
虫
歯
」
で
す
。

虫
歯
と
は
虫
歯
菌
に

よ
っ
て
歯
に
穴
が
開
い
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

ま
だ
小
さ
い
穴
の
う
ち
は

痛
み
は
無
い
で
す
が
、
大

き
く
な
る
と
虫
歯
菌
が
歯

の
神
経
を
攻
撃
し
て
知
覚

過
敏
を
起
こ
し
ま
す
。

放
置
す
る
と
、
何
も
し

て
い
な
く
て
も
激
痛
が
す

食
い
し
ば
り
は
歯
に
必
要
以
上
の
力
が

か
か
り
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
状
態
で

す
。癖

で
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
を
す

る
人
は
、
ち
ょ
っ
と
注
意
す
る
だ
け
で

改
善
で
き
ま
す
が
、
寝
て
い
る
と
き
に

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
を
や
っ
て
い

る
人
は
、
自
分
で
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
。
身
近
な
家
族
な
ど
に
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
歯
ぎ
し
り
・
食
い
し
ば
り
」
が
原

因
で
肩
こ
り
や
頭
痛
・
不
眠
を
起
こ
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

は
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
へ
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
冷
た
い
物
を
口
に
入
れ
る
こ
と
の
多
く
な
る
季
節
は
要
注
意
〜
　

ち

か

く

か

び

ん

歯

が

し

み

て

つ

ら

い
「

知

覚

過

敏

」

イラスト出典：

（株）コムネット



各医療機関の診療案内は、今月号（7月号）の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」�
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。�
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。�

�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！�
�

保健予防課 （　23-8111）�

会場 徳育 ： 徳育保健センター（御所原）�
 大東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

8月�

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科�
●19：00～22：00（受付 21：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�
�
土曜日�
●12：00～17：00　市内の開業医院�
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111）�
�
日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）�
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ�

たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。�

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000�

■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910�

平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00�

�

救急車？まずは急患診療所へ�
�

中東遠総合医療センターの救急医療は、

入院や手術が必要な重症患者さんを中心

に行っています。�

外来で対処可能な患者さんは、小笠掛

川急患診療所での受診をお願いします。

急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階に

あり、医師や看護師が対応しています。�

8月の健康案内��

保健師・栄養士だより�

暑い夏！冷たい食べ物や�

飲み物のとり過ぎに注意！�

�

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。�

●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも

身長や体重を測ることができます。また、子育て支援センター、つどい

の広場でも相談・計測を実施しています。�

※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ

て徳育へお越しください。�

暑い日の冷たいビールやアイス

はおいしいですね。しかし、冷た

い物をとり過ぎると、消化器官の

機能低下や食欲の減退、下痢、夏バテを引き起こし

ます。体が冷えてリンパの流れが悪くなると、老廃

物や余分な水分が体から排出されにくくなり、むく

みがみられるようになります。�

また、アイスやジュースには多量の砂糖が含まれ

ています。糖分のとり過ぎは、疲労感やイライラ、

肥満などを招きます。�

☆おすすめ☆�

・ビールは、少量ずつゆっくり味わいながら飲む�

・アイスやジュースは飲む時間や量を決める�

・冷たい物を食べたら温かいお茶を飲む�

�

徳育�

大東�

徳育�

�

�

徳育�

�

大東�

徳育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児健康診査�
13：00～13：30

2歳2か月児�
健康診査�

13：00～13：30

3歳児健康診査�
13：00～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30
ママセミナー�
（育児編）�

13：15～13：30

 7 金 平成27年1月   1日 ～15日出生児�

 11 火 平成27年1月 16日 ～31日出生児�

 20 木 平成26年12 月～平成27年1月出生児�

 3 月 平成26年1月   1日 ～15日出生児�

 5 水 平成26年1月 16日 ～31日出生児�

 7 金 平成25年5月   1日 ～15日出生児�

 11 火 平成25年5月 16日～31日出生児�

 20 木 平成25年4～5月 出生児�

 4 火 平成24年7月   1日 ～15日出生児�

 10 月 平成24年7月 16日～31日出生児�

�

�

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場�

徳育�

徳育�

健診・相談・予防接種�
説明会�
9：15～9：30

徳育� 5 水 平成27年6月出生児�

 21 金�

 25 火�

4～8か月児の親（予約制）�

妊婦（予約制）�
※夫婦での参加も可�
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KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう�
�

■中央図書館（　24-5921）�

　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）�

　8月の休館日：毎週月曜日�

■大東図書館（　72-1143）�

　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）�

　8月の休館日：毎週月曜日�

■大須賀図書館（　48-5269）�

　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）�

　8月の休館日：毎週月曜日�

� ▲図書館職員・前田宏希�

ラウラ・ガジェゴ・ガルシ

ア著「漂泊の王の伝説」をお

薦めします。�

アラブの男が尊ぶものは名

誉。小国の王子が求めた名誉

は最高の詩人になること。し

かし、その詩によって彼は波

乱の人生を歩むことに…。�

アラブ人の詩への情熱がほ

とばしる異色の歴史ファンタ

ジーです。�

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本�

歴史に残す�
静岡鉄道�
駿遠線�
日本一の�
軽便鉄道�

藤枝ー袋井間64.6㎞を走った軽便鉄

道。『軽便の思い出』『写真でつづ

る静岡鉄道駿遠線』に続く3冊目で、

貴重な写真、当時の社内報、時刻表

などの資料と、車内録音CD、列車

運行図表の付録付き。�

医者になりたい�
夢をかなえた�
四人の女性�

島田和子／作�
北住ユキ／絵�
（新日本出版社）�

でんしゃにのったよ�
岡本雄司／作（福音館書店）�
�

日本初の公許女医第1号・荻野吟子、

東京女子医科大学の創立者・吉岡彌

生…。「女に学問は不要」と言われ

た時代、強い意志とバイタリティで

夢をかなえた女性たちの生き方を描

く。小学校高学年から大人まで。�

男の子がお母さんと、電車を乗り継

いでいとこの家へ出かけます。「川

根つり具」の看板のお店や、緑とオ

レンジ色の電車など、登場する景色

も楽しめます。横長に開くページから、

電車の音が聞こえてきそうな絵本。�

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ�

�

し物・展示�催�
■特別展「遠州横須賀展」 大東�

  ～城下町横須賀の武家文化・町人文化を見る～�

　　今年5月、旧横須賀藩主西尾家に伝わった大名家文書「西尾家文書」�

　を掛川市に寄贈いただきました。この資料を中心に、武家文化・町人�

　文化を紹介します。�

　　期間：8月15日（土）～11月1日（日）　�

■真夏の夜の図書館  中央�

　　ライトダウンした館内に、静かな音楽を流します。普段と違う雰囲�

　気の中で、読書をお楽しみください。中学生以下は保護者同伴で。�

　　とき：8月7日（金）午後6時～9時（懐中電灯をお持ちください）�

★初心者向け「布で作る小物講座」 大須賀�

　　とき：8月4日（火）午前9時～正午�

　　内容：手縫いポシェット（材料費500円程度、はさみ・針・糸持参）�

★小学生のための夏休み講座  ※詳しくはP26をご覧ください。�

�

市内37か所へ！  移動図書館�
�

小学校、公民館、農協などを移動図書

館車が巡回します。詳しい日程は図書

館へお問い合わせいただくか、図書館

ホームページをご覧ください。�

北部�
おおぞら号�
�

南部�
コスモス号�

本のよみきかせと楽しい手遊び�

�

絵本のよみきかせと簡単な工作�

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」�

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会�

�

対　象：乳幼児と保護者�

中　央：8月   7日・14日（金） 午前10時30分～11時�

大　東：8月 7日・14日（金） 午前10時30分～11時�

大須賀：8月 21日・28日（金） 午前10時30分～11時�

※　　のおはなし会には子育てコンシェルジュが参加し、�

  手遊びや育児相談などを行っています。�

�

中　央：毎週水曜日　午後3時～�

対　象：幼児から小学校低学年�

中　央：8月 8日・22日（土）午後3時～3時30分�

大　東：8月 1日・15日（土）午前10時30分～11時10分�

大須賀：毎週土曜日　午後3時～3時30分�

�

対　象：家庭でよみきかせをしたい方�

中　央：8月21日（金） 午前10時30分～11時�

�

�

絵�

BooKリレー○�
�

2

阿形昭／著�
（静岡新聞社）�

図書館関係者が�
お薦めの一冊を�
紹介します�

19
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内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

前売券460円�

当日券510円�

どなたでも�

入場無料�

①②お子さんの�

耳の聞こえに�

不安のある方�

相談無料�

�

パソコン未経験�

者（高齢者歓迎）�

8人�

参加無料�

�

どなたでも�

参加無料�

小学生以上�

30人�

一般300円/人�

小中学生100円/人�

（保険料・入場料など）�

「食」に関心の�

ある女性20人�

2,500円�

�

入学希望者�

（保護者同伴可）�

参加無料�

�

7/4（土）10：00～15：30�

二の丸茶室（掛川）�

①面接相談　7/16、8/20の�

　木曜日10：00～16：00�

　浜松市福祉交流センター�

　（浜松市）�

②電話相談　7/9、8/27の�

　木曜日10：00～12：00�

�

7/12（日）14：00～16：00�

大須賀中央公民館ホール�

（西大渕）�

7/22（水）9：30～11：30�

市役所4階会議室6

7/23（木）19：30～21：00�

大須賀中央公民館�

2階研修室（西大渕）�

7/26（日）※雨天決行�

8：50市役所北側玄関前�

出発～12：30同所解散�

（受付：8：30から）�

�

7/27（月）�

8：30極楽公園（長谷）�

駐車場出発～18：00同所�

解散（集合8：15）�

�

7/31（金）9：30～12：00�

8/2（日）9：30～12：00、�

13：30～16:00�

（各回30分前から受付）�

東海アクシス看護専門学校�

（袋井市）�

�

二の丸茶室　七夕茶会�
　二の丸茶室�

（　23-1199）�

きまぐれ映画館�
　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

お母さんお父さんのための�
ピアカウンセリング�
　　 県健康福祉部障害福祉課�

（　054-221-2366）�

�

はじめてのパソコン講座�
　　 IT政策課�

（　21-1341）�

�

家庭菜園相談会（第2回）�
　　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�市制10周年記念事業�
金次郎と掛川の偉人を�
学ぶバスツアー�
　　社会教育課�

（　21-1157）�

�

第14回 かけがわ女性�
農業者のつどい（視察研修）�
　　農林課（　21-1147、�

FAX21-1212）�

�

東海アクシス看護専門学校�
オープンキャンパス�
　　東海アクシス看護専門学校�

（　0538-43-8111･�

FAX0538-43-8122）�

axis-ns01@za.tnc.ne.jp�

�

わたしたちの生活用水の源となっている長島ダ

ムの建設記録映画を上映。（ほかアニメ1本）ぜひ

ご家族でお越しください。�

　直接会場へ�

お子さんの耳の聞こえに不安を感じているお母

さんとお父さんのためのピアカウンセリングです。

相談時間は①1時間程度②30分程度。�

※面会相談は個別に日程調整も可能です。お気軽

にご相談ください。�

　①各開催日の7日前までに電話で申し込み�

パソコンの電源の入れ方や切り方、マウス・キーボー

ドの操作について学びます。�

　7/16（木）までに電話で申し込み（申込多数のと

きは抽選）�

家庭菜園でお悩みの方にお答えします。現在の状

況がわかる物（写真など）を持ってご参加ください。�

　7/21（火）までに電話で申し込み�

県東部地域で「食」に携わる女性の仕事場を見学

します。富士宮方面（日帰り） �

　7/15（水）までに電話、FAXで申し込み（申込順）�

市制10周年を記念し、偉人たちの功績を学ぶため

にゆかりの地を回るバスツアーを開催します。�

行き先：松ヶ岡（旧山崎家）、大日本報徳社、吉岡彌

生記念館�

　7/1（水）から電話で申し込み（申込順）�

学校の概要説明、学生による体験発表、模擬授業、

施設見学、学生との懇談会、個別相談など。�

　7/24（金）までに、電話、FAX、ホームページま

たはEメール（参加希望日、氏名、居住市名、電話番

号、学校名・学年（または職業）、同伴者人数を明記）

で申し込み（申込順）�

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実

行

委

員

会
（

24-

1

1

6

2

）
�

 

7

／

18
（

土

）
午

前

9

時

〜

正

午

�

二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
や　よい�

入館料／ 小中学生無料、一般200円�
 ※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�
休館日／ 毎週月曜日・祝日の翌日（祝日の場合は開館、翌日休館） 

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

●7/25（土）～9/13（日）�

　田宮話子展�

　静岡市在住の日本画家、田宮話子さ

んの展覧会です。�

　色彩豊かな表現で描かれる女性た

ちは、作品の中で

呼吸しているか

のようです。�

　今展覧会では、

学生時代の作品

から最新作まで

を一堂に展示し、

田宮さんの創作

活動の歩みをた

どります。�

●たまり～な出張相談�

　（　東部ふくしあ　  61-2900）�

　8/5（水）10：00～11：40�

●東部ふくしあ（　61-2900）�

　8/19（水）9：30～11：30�

●中部ふくしあ（　28-9713)�

　8/21（金）9：30～11：30�

●西部ふくしあ（　29-5977）�

　8/4（火）9：30～11：30�

●さんりーな出張相談�

　（　西部ふくしあ　  29-5977）�

　8/19（水）9：30～11：30�

●南部大東ふくしあ（　 72-1116）�

　8/5（水）9：30～11：30�

●南部大須賀ふくしあ（　 48-1007）�

　8/6（木）9：30～11：30

ふくしあ健康相談�

●【特別展】7/3（金）～9/6（日）�

「からだを守るバリア 皮膚～見逃さな

い病気のサイン」�

皮膚の仕組みと病気をパネルや模型

で紹介。アトピー性皮膚炎や水虫、皮

膚がん等々…、皮膚に起こる病気につ

いて正しい知識を身につけましょう。�

●【公開講座】皮膚のしくみと身近な病気�

　東京女子医大皮膚科准教授�

　常深祐一郎医師による公開講座。�

と　き　7月25日（土）13:30～15:00�

ところ　東京女子医科大学看護学部

　　　　 大東キャンパス（下土方）�

受講料：500円（記念館見学券付き）�

●【常設展】吉岡彌生と書～書にこめた心�

わ� こ�

香具の国  2001年�

つね�み�

短冊に願い事を書いて、七夕飾りで彩られたお茶

室で、皇風煎茶禮式による冷茶とお菓子をお楽し

みください。�

　直接会場へ�

こう�ふう�せん�ちゃ�ほう�しき�
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★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

小中学生�

（※小学生は�

保護者同伴）、�

一般  30人�

参加無料�

�

高校生以上�

140人�

参加無料�

どなたでも�

参加無料�

18歳～高齢者�

①～⑤  25人�

3,500円 �

（7回分・保険料�

含む）�

�

一般成人15人�

参加費600円�

（材料費別途）�

�

介護認定を受けて�

いない65～74歳�

の方（H27年�

4/1現在）20人�

無料�

�

8/19（水）13：30～15：30�

県食肉衛生検査所（金城）�

8/4（火）13：30～15：30�

美感ホール（亀の甲）�

8/8（土）静岡市教育�

センター、8/29（土）�

浜松市浜北文化センター�

いずれも12:30～15:30�

�

昼コース�

①月曜日 9：00～10：15�

 10：35～11：50�

　金曜日 10：00～11：15�

②火曜日 10：00～11：15�

夜コース�

③～⑤ 19：30～20：45

9～11月の第4土曜日�

13：30～15：30全3回�

千浜農村環境改善センタ－�

ボランティア室（千浜）�

�

9/24、10/1・8・15・22・29、�

11/12・19・26、12/3・10の�

木曜日および11/6（金）�

9：30～11：30�

さんりーな研修室（大池）�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

安全・安心なお肉の教室�
　　県食肉衛生検査所�

管理指導課（　24-0725）�

�

「最先端のロボット研究開発と�
ベンチャー育成」講演会�
　　商工観光課�

（　21-1149）�

�

悩みを抱える子ども・若者�
のための合同相談会�
　県教育委員会社会教育課�

（　054-221-3163）�

�

トランポビクス教室�
8～9月�
｢ひまわりコース｣�
　　市ミニトランポ協会�

（　22-2535・74-3352）�

※掛川市トランポリン拠点づくり事業�

�

ワイヤークラフト講座�
　　千浜農村環境改善�

センタ－（　72-5028）�

�

安全でおいしいお肉とは？豚の内臓を触ったり、

顕微鏡検査を体験したりできます。�

　8/12（水）までに電話で申し込み（申込順）�

ニート・ひきこもりなどの個別相談に、相談機関、

サポート校、フリースクール、通信制・定時制高校、

就労支援団体などが対応します。�

　直接会場へ（入退場自由）�

東京大学大学院の稲葉雅幸教授が「ロボット産業

の現状や創業のためのアイデア発掘」などについ

て講演をします。�

創業を検討している方はぜひお聞きください。�

　7/24（金）までに電話で申し込み（申込順）�

①あいり～な教室　毎週月、金曜日�

②大須賀アイク教室　毎週火曜日�

③西南郷教室（西南郷地域生涯学習センター）毎週月曜日�

④桜木教室（桜木ホール）毎週火曜日�

⑤千浜教室（千浜農村環境改善センター）毎週木曜日�

　往復ハガキに教室名（曜日）、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し郵送（〒436-0073金城115・柴

田）で申し込み（申込順）�

ワイヤーを使って写真立てや飾り物などを作り

ます。�

　8/30（日）までに電話で申しみ（申込順）�

※月曜休館日�

認知症予防や転倒予防の効果が期待できる、別名「歩

く脳トレ」といわれる「スクエアステップ」を取り

入れた教室です。全12回参加できる方優先。�

　7/14（火）9：00から7/24（金）までに電話で申

し込み（申込順）�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

一般800円､65歳�

以上600円､小学生�

300円､乳幼児無料�

�
どなたでも�

（小学生は保護者�

同伴）20人�

500円（保険料など）�

�
大人2,000円�

高校生以下�

1,200円�

支部会員1,500円�

幼児～小学校�

低学年の親子�

参加無料�

�

どなたでも�

前売り券800円�

（当日券1,000円）�

�

7/10（金）12：00～19：00、�

7/11（土）10：00～19：00、�

7/12（日）10：00～15：00�

四季彩堂掛川店（大池）�

�

7/18（土）19：00～�

さくら咲く学校グラウンド�

（萩間）�

�

7/20（月・祝）�

14：00～15：30�

文化会館シオーネ（大坂）�

7/25（土）8：00～14：00�

市役所玄関前集合�

（採取、制作現場へ移動）�

7/25（土）10：00～�

たまり～な（満水）�

7/25（土）13：30～15：00�

中央図書館（掛川）�

福祉施設で作った手作り縫製品、パウンド

ケーキ、クッキーなどの販売�

　直接会場へ�

中山間地域で暮らす主人公を、土屋太凰さ

ん（NHK連続テレビ小説「まれ」主役）が演

じた映画です。�

　さくら咲く学校で前売り券を販売�

アフリカの太鼓やさまざまなリズム楽器

で楽しみます。楽器経験不要。お子さん、お

孫さんと一緒にご参加ください。�

　電話で申し込み�

雑草の葛つるから葛苧を作るまでの作業

です。�

持ち物　はさみ、帽子、弁当、飲み物�

　電話またはFAXで申し込み（申込順）�

小学生の部、一般の部（A～Cクラス1人5局）�

　7/17（金）までに電話またはハガキ（〒

436-0221上垂木2152/住所、氏名、電話

番号、希望クラスを明記）で申し込み  

人形劇、大型絵本など、おはなしいっぱい!!�

　直接会場へ�

やるじゃん！お茶処のなかま�
たちin四季彩堂�
　 掛川工房つつじ（　21-2583）�

�

開校5周年記念夜間上映会�
映画「果てぬ村のミナ」�
　 さくら咲く学校（　 25-2580）�

�

第4回掛川市長杯将棋交流大会�
　将棋連盟掛川支部・中山�

（　090-5869-6505）�

�

よみきかせ会ひまわり�
「夏のおたのしみ会」�
　鈴木（　23-4457）�

�

達人に学び伝える会体験講座�

「葛苧ができるまで」�
　加藤（　・FAX22-7796）�

�

くず�お�

健やかステップ�

～脳と身体の若返り教室～�
　　高齢者支援課�

（　21-1142）�

�

�

からだ�

た�お�

認知症もなんのその！�

タイコを叩いてアンチエイジング�
　遠山（　090-9262-8591）�

�

たた�

広報かけがわH27.7



第33回くさぶえ夏の祭典�
　社会福祉法人草笛の会�

（　73-6202）�

エコクラフトのバック作り�
　大須賀市民交流センター�

（　48-1002）�

移動パネル展IN掛川�
「ジモトのシゴト展」�
　森下（　86-9345）�

不動産無料相談会�
　（公社）全日本不動産協会�

静岡県本部（　 054-285-1208）�

�市長杯硬式テニス大会�
　市テニス協会・服部�

（　22-5245）�

�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

10人�

500円（材料費）�

どなたでも�

見学無料�

どなたでも�

相談無料�

一般   3,000円�

会員   2,000円�

高校生1,500円�

8/1（土）10：00～16：30�

草笛の会施設（菊川市）�

8/3（月）～28（金）�

8：30～17：30�

市役所3Fロビー�

8/2(日）9：30～�

大須賀市民交流センター�

（西大渕）�

�

8/4（火）9：00～11：30�

生涯学習センター第2�

会議室（御所原）�

�
8/9（日）�

予備日8/16（日）�

いこいの広場（細谷）�

チャリティーバザーや、模擬店を行います。�

　直接会場へ�

　電話で申し込み（受付時間9：00～18：00）�

（火曜日休館）�

県建築士会会員の作品などを展示します。�

8/10（月）～12（水）13：30～15：30には

無料建築相談会も開催�

　直接会場へ�

不動産の売買、賃貸借などについて弁護士・

協会役員が相談に応じます。�

　直接会場へ�

男子ダブルス、女子ダブルス、45歳以上

男子ダブルス�

　7/31（金）までに電話で申し込み（申込順）�

どなたでも�

入場無料�

7/25（土）18：00～20：00�

あいあい学園（板沢）�

盆踊り、花火、出店、交流タイムなどお気軽

にお越しください。�

　直接会場へ�

あいあい学園夏祭り�
　あいあい学園（　24-6874）�

�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�
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国民健康保険限度額
適用認定証の更新手続きを

お願いします
 国保年金課（ 21-1143）

7月31日（金）に、

現在お持ちの認定

証の有効期限が終

了します。8月以降

も、入院または高額

の外来受診を続け

られる方は、認定証

の更新手続きをお願いします。

対象　国民健康保険被保険者

ところ　市役所国保年金課、各支所市

民窓口係

交付条件　国民健康保険税の滞納が

ないこと

持ち物　対象者の国民健康保険証、世

帯主の認め印、現在お持ちの限度額

適用認定証、窓口に来られる方の身

分証明書（免許証など）

「刈草」を活用しませんか
 国土交通省浜松河川国道事務所
　平田出張所（ 73-2051）

菊川・牛淵川・丹野川・下小笠川で春

刈りの除草により発生する大量の刈草

を、畑などの敷き草やたい肥に活用し

ていただける方に無料で提供します。

時期　5月～7月ごろ（秋刈りも予定）

※詳しくは、お問い合わせください。

とき　8月2・9・16・23の日曜日　午前

9時～午後4時

ところ　埋蔵文化財センター（千羽）

●体験講座を開催します。
まが たま

上記日曜開館日に限り「勾玉づく

り」「火おこし」が体験できます。ま

た展示物の解説も行います。

受付　午前の部：午前9時～正午、

午後の部：午後1時～3時

対象　どなたでも（各日勾玉づくりは

先着25人）

申込方法　直接会場へ（参加無料）

【埋蔵文化財センターご案内】

市内から発見された縄文時代から

江戸時代の遺物を展示しています。

通常開館日　月～金曜日

　午前9時～午後5時

入場料　無料

●8月1日（土）、被保険者証更新

8月1日（土）に、後期高齢者医療被

保険者証（藤色）を更新します。新しい

被保険者証（緑色）は、7月中に黄色の

封筒で郵送しますので、住所、氏名な

どの確認をお願いします。

自己負担割合（1割または3割）は、

平成26年中の所得で決まるため、前回

と割合が違う場合があります。

住民税非課税世帯の方を対象とし

た減額認定証も、有効期限は7月31日

（金）です。対象となる方には8月中に

郵送します。

期限切れの被保険者証などは、個人

情報が他人に知られないように処分

してください。

●保険料軽減措置の一部が拡充

保険料軽減措置について、均等割額

の2割・5割軽減の判定基準が拡充され

ます。詳しくは、被保険者証に同封す

る資料で確認ください。

※平成27年度の保険料は、平成26年

中の所得をもとに算定し、8月にお

知らせします。

（今年の6～7月に後期高齢者医療

制度に加入した方については、9月

のお知らせとなります。）

後期高齢者医療制度に
ついてお知らせ

国保年金課（ 21-1143）

埋蔵文化財センター
8月は日曜日も開館します！
社会教育課（ 21-1158）

市役所、支所、市指定金融機関など

のほか、コンビニエンスストアで納付

できます。また、口座振替の方は口座

残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です。～

国民健康保険税第1期・
固定資産税第2期の納期限
は8月5日（水）です
納税課（ 21-1206 ）

●
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資生堂掛川工場40周年記念�
「資生堂ふれあい見学会」�
　資生堂掛川工場・岩田（　 24-1131）�

�夏休み東北ボランティア、�
視察参加者募集�
　NPO法人WAKUWAKU西郷・松浦�

（　090-6618-9525）�

�

①ヨーガ療法 ②笑いヨガ�
　松浦（　090-6618-8049）�

�

市内在住の親子�

15組�

参加無料�

�

どなたでも�

参加費20,000円�

（保険別）�

�

どなたでも�

①1,000円/回�

②500円/回�

�

8/20（木）13：00～16：30�

資生堂掛川工場・企業資料館・�

アートハウス（長谷・下俣）�

8/16（日）～19（水）�

気仙沼市（宮城県）、�

陸前高田市（岩手県）、�

いわき市（福島県）�

�

とき：右記参照�

竹の丸（掛川）�

資生堂のものづくりや、アート、カルチャー

など、特別プログラムでご案内します。�

　7/3（金）～17（金）に電話で申し込み（申込順）�

陸前高田市の図書館復興のため現地で掛

川市物産販売を行います。�

物産、寄付などにご協力をお願いします。�

　電話で申し込み�

①毎週木曜日10：00～11：30、毎月第1・3

日曜日10：15～11：45�

②毎月第1・3日曜日9：30～10：00�

　直接会場へ�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

小学生以上�

無料�

どなたでも�

6,000円/全10回�

8/17（月）～9/18（金）の月・�

金曜日　19：00～21：00�

いこいの広場（細谷）�

�

7～9月の毎週日曜日�

10：00～11：30�

大須賀町商工会会議室（西大渕）�

強く、かっこよく、そして友達つくろう�

　電話で申し込み�

硬式テニスを始めてみようかな、久しぶり

にやってみようかなと思っている方大歓迎。�

　8/9（日）までに電話で申し込み�

空手による護身術（体験教室）�
　竹田（　48-2788）�

初心者テニス教室�
　市テニス協会・服部�

（　22-5245）�

�

0歳児のための音楽教室�
「マンマ･ミュウ･サローネ」�
　大庭（　090-4853-1388）�

�

「訪問看護師就業セミナ－」�
　県訪問看護ステーション�

協議会（　054-275-3339・�

FAX054-275-3338）�

�

1歳未満の�

赤ちゃんと保護者�

4,200円（6回分）�

�

看護職有資格者�

無料�

�

8/19・26、9/9・16・30、�

10/14の水曜日�

9：45～10：30�

生涯学習センター（御所原）�

�
①9/10（木）9：45～11：45�

②実習（日程要相談）�

③9/17（木）9：45～11：45�

菊川総合保健福祉センター（菊川市）�

�

赤ちゃんとスキンシップを図りながら、

いろいろな音楽を体全体で感じよう!�

　電話で申し込み�

訪問看護のやりがい、楽しさを知っていた

だく講習会です（託児を希望される方は10

日前までに連絡）。�

　電話、FAXで申し込み�
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屋外プール一般開放のお知らせ
NPO法人掛川市体育協会（ 22-5553）

■時間 （入替制）午前9時～正午、午後1時～4時

（夜間）7月20日（月・祝）～8月31日（月）の土・日曜日　午後5時～8時

　　　　※安養寺、大須賀のみ

�

�

 施設名 営業日 料　金�

�

3歳以上50円、小中学生100円、�

高校生以上200円�

安養寺運動公園�

プール（淡陽）�

大東総合運動場�

プール（国安）�

大須賀海洋センター�

プール（沖之須）�

7/11（土）・12（日）�

7/18（土）～8/31（月）�

7/18（土）～8/23（日）�

7/25（土）～8/23（日）�

3歳以上100円、�

小中学生200円、�

高校生以上300円�

●「聴覚障がい児療育相談窓口」

方法　面談・電話

とき　随時（要事前連絡）

ところ　県総合社会福祉会館5階

（静岡市葵区）

●「親子手話教室」

とき　毎月1～2回（要問い合わせ）

ところ　県総合社会福祉会館（静岡市

葵区）ほか

聴覚障がいのあるお子さんと
ご両親をサポートします！

県健康福祉部障害福祉課
（ 054-221-2366）

薬物・アルコール依存相談
県精神保健福祉センター

（ 054-286-9245）

ご自身やご家族だけで悩むことな

く、ぜひご相談ください。専門相談員

が対応します（秘密は厳守）。

とき　薬物依存相談

　　　‥原則毎月第1・3火曜日

　　アルコール依存相談

　　　‥原則毎月第2・4月曜日

　　　いずれも午後1時～4時

ところ　県精神保健福祉センター

（静岡市駿河区）

「車内事故防止キャンペーン」実施中
バス車内事故を防ぐために
県バス協会（ 054-255ｰ9281）

●走行中に席を離れると、転倒など思

わぬけがをする場合があります。降

りる際は、バスが停留所に着いて扉

が開いてから席をお立ちください。

●バスは安全運転に徹しております

が、やむを得ず急ブレーキを掛ける

場合があります。満席で立ってご利

用の場合には、つり革や握り棒に

しっかりとつかまってください。

水に親しむ機会が多い今の季節、海

や川、プールなどでは、ちょっとした

油断が水の事故につながります。

気象情報に十分注意し、危険な場所

での水遊びを避けるなど、水難事故防

止に心がけてください。

7・8月は
水難事故防止強化月間
危機管理課（ 21-1131）
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とよ ころちょう

～北海道豊頃町開催～
第21回全国報徳サミット

参加者募集
　 文化振興室

（ 21-1126・FAX21-1165）
culture@city.kakegawa.shizuoka.jp

　　

税金無料相談会（予約制）�
　東海税理士会掛川支部�

（　28-8032）�

�

皇居・赤坂御用地勤労奉仕�
作業団員を募集�
　寺田（　0538-44-1607）�

�

税理士の関与の�

ない方�

相談無料�

�

15～75歳まで40人�

約65,000円�

12月までの原則第2・4�

火曜日10：00～12：00、�

13：00～15：00�

掛川支部事務局（緑ヶ丘）�

�

平成28年4月中旬（4泊5日）�

皇居・赤坂御用地にて�

所得税、相続税および贈与税など、税金に

関する相談に応じます。�

　電話で申し込み�

皇居内の伝統的施設および赤坂御用地内

の清掃作業（参加費は宿泊、食事、交通費込み）

　電話で申し込み（申込順）�

どなたでも�

無料�

生後3か月～�

8か月の赤ちゃんと�

ママ10組�

900円/回�

�

毎月第3月曜日�

仁藤町公会堂（仁藤町）�

毎月2回・月曜日�

11：00～12：00�

生涯学習センター和室（御所原）�

�

のりのりandゆるやかロックで体を温め

て元気と笑顔�

　直接会場へ�

季節の歌や音楽に合わせて、五感や成長を

はぐくむリトミックと、助産師さんのリズ

ム体操を親子で楽しみましょう。�

　電話で申し込み（13：00～15：00の間）�

ロックン体操�
　石川（　22-9412）�

赤ちゃんのリトミックとリズム体操�
　高垣（　 090-2683-4379）�

�

幼児（年少～年長）�

20人まで�

参加無料�

�

毎月2～3回・水曜日�

14：45～�

さんりーな（大池）�

団体（子ども会など）での体験もご相談く

ださい。　�

　電話で・鶴田（　22-4464）または、小林

（　090-5628-7750）まで申し込み�

掛川Jrトランポリンクラブ体験会�
　掛川トランポリン指導者会・小林�

（　090-5628-7750）�

�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

報徳仕法からまちづくり・ひとづく

りを学びます。二宮尊徳ゆかりの全国

17市町村のみなさんと、これからのま

ちづくりに必要な取り組みを考えて

みませんか。

期間　10月9日（金）～11日（日）

場所　北海道豊頃町

定員　20人（申込順）

参加料　80,000円程度（交通費・宿泊

代・保険代など）※申し込み人数な

どで変動することがあります。

申込方法　8月7日（金）までに電話、

FAXまたはEメールで申し込み

夏期市内プール
アルバイト募集
さんりーなプール室
（ 62-6336）

　　　　　　　　 ※時間内で応相談

内容　受付、監視業務　　　　

応募資格　高校生以上の方（高校生は

学校の許可が必要）　　

選考方法　面談により選考（応募順）

応募方法　電話で応募

 ところ 勤務時間�

安養寺運動公園�

プール（淡陽）�

�

大東総合運動場�

プール（国安）�

大須賀海洋センター�

プール（沖之須）�

さんりーな（大池）�

とき　7月18日（土）～9月1日（火）�

8：30～20：30�

�

8：30～16：30�

�

8：30～20：30�

�
8：30～22：00

自然環境調査の一環として水辺の

生きものの調査を行ないます。

ご自宅近くの池・川に住んでいる魚

などを、調べてみませんか。

対象　市内在住の方（中学生以下は必

ず保護者とともに参加）40組程度

申込方法　7月21日（火）までに電

　話、FAXまたはEメールで申し込み

備考　参加者にはタモ網を配付します。

※参加無料

◆調査方法の説明会を行います

とき　7月25日（土）

　午前9時30分～11時30分

ところ　亀葱川（中小学校集合）

かけがわ水辺の生きもの
調査隊参加者募集

環境政策課
（ 21-1218・FAX21-1164）
kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp
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●募集するアイデア

① 掛川への新しい人の動きをつくる

② 掛川にしごとをつくり安心して働

けるようにする

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希

望をかなえる

④ 明日の掛川をつくり豊かで潤いの

ある安心な暮らしを守る

第2次掛川市総合計画施策のアイデアを募集します
企画調整課（ 21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

現在策定中の第2次総合計画に盛り込む施策のアイデアを募集します。採用

された方には記念品を贈呈します。

応募方法　8月14日（金）までに、E

メール、FAX、郵送（〒436-8650長

谷1-1-1）または市役所5階企画調

整課へ直接持参。

詳細はホームページをご覧ください。
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下水道排水設備工事
責任技術者試験
下水整備課（ 21-1170）

平成27年6月15日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 206 5,748,000�

 法人 236 128,302,873�

 団体 116 7,787,037�

 合計 558 141,837,910�

�

�

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。�

�

�

市民団体が自主的に企画・運営する

男女共同参画に関係する講座を募集

します。採用の場合、講師謝礼などの

費用（上限3万円）を市で負担します。

応募要件　市内を主たる活動地域と

し、特定の政治または宗教活動、営

利を目的とした団体などではない

こと

対象事業　広く一般に公開される講

座であること、平成28年1月29日

（金）までに実施予定の事業である

ことなど、要件があります。

募集枠　4企画程度

応募方法　7月31日（金）必着で、応募

用紙に必要事項を記入のうえ、持参

または郵送（〒436-8650長谷1-1-

1）にてご応募ください。

※応募にあたっては、必ず要項を取り

寄せ確認ください。

　　　

県内で公共下水道に接続する排水

設備工事を行う工事店には、静岡県下

水道協会に登録している下水道排水

設備工事責任技術者の専属が義務付

けられています。

試験日  10月21日（水）

試験会場 　静岡商工会議所静岡事務

所会館（静岡市葵区）

受験資格　20歳以上で学歴に応じた

実務経験を有する方

受験手数料　4,000円

願書配布　7月1日（水）～下水整備課

で配布

申込期間　7月21日（火）～31日（金）

※事前講習会も開催します。

パート・アルバイト募集
（株）森の都ならここ
（ 25-2055）

募集内容　①キャンプ場内清掃など

　②キャンプ場受付、レジ、接客など

資格　①65歳くらいまで（学生可）

　②65歳くらいまで（学生可）で、簡単

なパソコン操作ができる方

給与　時給800円～（高校生770円）

※詳しくは電話（午前9時～午後4時）

でお問い合わせください 。

平成28年4月採用職員募集
牧之原畑地総合整備土地改良区

（ 0547-36-9903・総務課）

職種および募集人員   一般職1人

受験資格　①平成28年3月末日時点

で大学卒業見込みの方②島田市、牧

之原市、掛川市、菊川市、御前崎市在

住または在住見込みの方

受付　8月3日（月） ～ 9月10日（木）

試験日　9月中旬（予定）

採用時期　平成28年4月1日

●新規募集団地：暦（1戸）、原谷（3戸）、

仁藤（1戸）

入居資格　所得・家族構成などの条件

があります。お問い合わせください。

申込期間　7月15日（水）～31日（金）

※申込多数の場合は抽選となります。

抽選日　8月6日（木）午後6時から（予定）

入居可能日　10月1日（木）

●随時申込可能な住宅　和田、吉岡、

大池第4、千浜西、三俣、十九首

　※空き状況をお問い合わせのうえ、

随時お申し込みください。

市営住宅入居者募集
維持管理課（ 21-1154）

平成28年度入校生募集
県立あしたか職業訓練校

　（ 055-924-4380）

身体障がいまたは知的障がいのあ

る方を対象に、入校生を募集します。

募集訓練科・定員・対象

①コンピュータ科　10人

　主として身体障がいのある方

②生産・サービス科　40人

　主として知的障がいのある方

応募方法　8月3日（月）～9月11日

（金）に書類を提出（選考あり）

｢OK!ワーク｣会員募集
キャンペーン中
（一財）小笠掛川勤労者福祉

サ－ビスセンター（ 35-0298）

キャンペーン期間中は入会金が通

常（1,000円）の半額！中小企業従業員

の福利厚生をサポートします。

期間　7月1日（水）～8月31日（月）

対象　中小企業

　入会金500円/人、月会費800円/人

応募方法　電話で応募

「男女共同参画推進企画
講座」企画を募集！
生涯学習協働推進課
（ 21-1129）

★
事
業
の
詳
細
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。



市役所
集合出発
（長谷）

講座名 と　き 対　象 内容・参加料（１人分） 申込方法ところ

大東図書館
（大坂）

大東図書館
集合出発
（大坂）

小学生15人 涼しげにゆらゆらゆれるモ
ビールを作ります。

大渕地区の「晴明塚」、袋井
市の「命山」など自然防災に
関わる場所を探検します。

7/15（水）9：00～

大東図書館（☎72-1143）

中央図書館
（掛川）8/19（水）

13：30～15：30
不思議
ステンドグラス 小学生30人

掛川工業高校の生徒さんと、
不思議ステンドグラスを作り
ます。

7/30（木）
14：00～16：00

立体
フォトブックスを
作ろう!

小学3～6年生
15人

開くと楽しい、飾れるアルバ
ムを作ります。

8/7（金）
13：30～15：30

スノードームを
作ろう

小学4～6年生
15人

振るとチラチラ雪が舞う、ス
ノードームを手作りしよう!

年少～
小学3年生20人
（幼児は
保護者同伴）

わくわく工作
スライムで遊ぼう スライムを作って遊びます。

編まずに簡単ポンポンシュ
シュを作ります。

8/7（金）
10：00～11：30

はらや
親水公園
（本郷）

大須賀児童館
（西大渕）

大東児童館
（三俣）

わくわく工作
シュシュ作り

8/6（木）
13：30～15：00

東京女子
医科大学
大東キャンパス
（下土方）

（株）資生堂
掛川工場
（長谷）

市役所出発
（長谷）

あいり～な
体育館
（掛川）

小中学生の
親子15組程度

実験や工作を通じて、環境や
新エネルギーのことを学び
ます。

8/8（土）
9：30～12：00

小中学生と
保護者30人
（4年生以下は
保護者同伴）

和田岡古墳群、高天神城跡、
横須賀城跡の3つの史跡を
学芸員の説明を聞きながら
見学します。

水生生物を採取して川の汚
れを調べる方法を学びます。

8/8（土）
9：00～16：00

7/6（月）～

環境政策課（☎21-1218）

7/13（月）～

環境政策課（☎21-1218）

7/13（月）～24（金）に

社会教育課（☎21-1158）

親子水生生物
調査

小学3～6年生
25人

なつの
モビールづくり

8/6（木）
14：00～16：00

小学生15人

だいとう
夏休みの学校
～昔に学ぼう子ども
防災探検バス～

8/20（木）
10：00～15：30

大須賀図書館
（西大渕）

電気と磁石を使ってモー
ターの仕組みを知り、簡単
な電気工作に挑戦します。

小学生15人
リモコン式
モーターカーの
製作

7/31（金）
9：30～12：00

ラップなどの芯を使ってオリ
ジナルの万華鏡を作ります。

小学生30人

小学生20人

小学生20人

手作りの万華鏡 8/4（火）
14：00～16：00

直接会場へ
持ち物　水筒、タオル
掛川児童交流館（☎24-0822）

7/10（金）～8/5（水）に

地域支援課（☎21-1150）
tiiki@city.kakegawa.shizuoka.jp

7/18（土）9：00～

大東児童館（☎72-7830）

スライムでオリジナルのオブ
ジェを作ります。

わくわく工作
スライムチップス

8/5（水）
13：30～15：00

▲掛川ひかりのオブジェ展　親子工作教室

プラコップで夏にぴったりの
コースターを作ってみよう。

わくわく工作
プラコップ
コースター作り

8/21（金）
13：30～15：00

小学生と
保護者30人
（4年生以下は
保護者同伴）

幼児～中学生
（幼児は
保護者同伴）

小学3～6年生
と保護者15組

掛川市巨木・名木ガイドブッ
ク掲載の一部をバスで巡り
ます。

名木巨木探検隊

体育館で遊ぼう

市内の国指定
遺跡を巡ろう!

8/19（水）
9：00～16：00

7/28（火）・30（木）・
31（金）
13：30～15：45

目では見ることができない
ほどに小さい自分自身の「細
胞」を顕微鏡で観察し、写真
に撮ってみましょう。

ビッグ風船、バドミントン、卓
球、フリスビー、長縄などで
思いきり遊べます。

親子医学講座
「自分の細胞を
見てみましょう」

8/1（土）
13：30～15：00

小学3～6年生
15人

省エネ・省資源と
環境を考える
学習会

8/4（火）
9：00～11：30

●申し込み方法　　　電話 　　FAX 　　Eメール 　　来館で申し込み　　　申し込み多数のときは抽選

7/4（土）～

吉岡彌生記念館（☎74-5566、
FAX74-4841）

やよい

電話 来館FAX 抽選

FAX電話

電話

電話

電話

7/11（土）9：00～

中央図書館（☎24-5921）
電話 来館

電話 来館

7/4（土）9：00～

大須賀図書館（☎48-5269）
電話 来館

7/18（土）9：00～

大須賀児童館（☎48-5965）
電話 来館

電話 来館

電話 来館
7/1（水）9：00～

大東図書館（☎72-1143）

電話

しん
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講座名 と　き 対　象 内容・参加料（１人分） 申込方法ところ

子ども
トランポビクス

7/18（土）、8/1（土）・
22（土）
13：30～15：00

8/16（日）
9：00～17：00

8/7（金）
9：30～17：30

8/15（土）
9：00～17：30

7/26（日）
 9：30～12：00
 13：30～16：00
（お昼休憩あり）

年長～小学
3年生15人
（※全回参加
できる方歓迎）

竹の丸
（掛川）

千浜農村
環境改善
センター
（千浜）

環境資源
ギャラリー
（満水）

掛川商工
会議所
（掛川）

とうもんの里
（山崎）

ミニトランポリンを使っての
ゲームや体操。楽しく体を動
かします。
●200円/回

ふわふわのシフォンケーキ作
りとスパッタリング手法のお
絵描きに挑戦
●1,500円/人（昼食代含む）

お料理を作った後、昆虫観察
に出かけます。
●800円（材料費・昼食代含む）
浜名湖体験施設ウォットほか
施設の見学、染色体験など
●1,100円（昼食代含む）

大豆から豆腐を作ります。
●600円（材料費）

子ども
フェスティバル
～どきどき・
わくわく体験
いっぱいの一日～

大東
北公民館
（下土方）

竹の丸
（掛川）

お菓子教室と
お絵描き教室

バス見学

7/26（日）
10：00～12：00

小学生20人
（1、2年生は
保護者同伴）

大須賀
中央公民館
（西大渕）
大須賀
中央公民館
集合出発
大須賀
中央公民館
3階調理室
（西大渕）

資生堂
アートハウス
（下俣）

小学生20人
（1、2年生は
保護者同伴）
小学生20人
（1、2年生は
保護者同伴）

未就学児～
小学生と
保護者

日本画の絵の具で
花のぬり絵をしよう

8/15（土）
13：30～15：30

小学生以上
（3年生以下は
保護者同伴）
12人

手ふきタオル、飲み物持参
当館学芸員が指導します
●1,800円（材料費）

身近なもので小さな
オブジェを作ろう

8/30（日）
13：30～15：30

小学生以上
（3年生以下は
保護者同伴）
12人

手ふきタオル、飲み物、小物
（ボタン・クリップなど）持参
当館学芸員が指導します
●1,000円（材料費）

地元大豆で
とうふを作ろう

お料理教室と
昆虫観察教室

小学3年生
以上20人

レクリエーションゲーム、折
り染め、かざぐるま作り、英
語でお買い物ごっこ、テラス
でらくがき、ジャンボ折り
鶴、紙芝居と読み聞かせ、か
るめ焼き、パターゴルフなど
※午前・午後内容変わります
●参加料　子ども200円/人
（館内一日フリーパス）

小学生親子
12組

夏休みなんちゃって
ステンドグラス講座
（体験工作）

簡単にできるステンドグラス
風の工作をします。掛川市ス
テンドグラス美術館見学付き
●1,000円（材料費ほか）

8/1（土）
9：30～12：00

小学生親子
20組

小学生親子
10組

7/28（火）、8/4（火）
（どちらか1回）
13：30～15：30

夏休み
親子工作教室

夏休み親子
エコロジー教室

エコ紙芝居、石けんハミガキ
体験、無添加石けん素地で
「マイ石けん」作りと施設見学
●200円/石けん1個

8/1（土）
9：30～11：30

5歳以上の
子どもと保護者
①②各30組

着替えを持ってご参加ください田んぼの
生き物調査

LEDを使って世界でたった
一つのオブジェを作ります。
●2,000円（材料費、保険料）

8/9（日）
①9：00～
②13：00～

掛川ひかりの
オブジェ展
「夏休み
親子工作教室」

どなたでも
（小学3年生
以下は保護者
同伴）

7/26（日）
9：00～12：00

調香師と一緒にあなただけ
の香りを作ってみよう。
●500円（材料費）

8/1（土）・2（日）
13：00～16：00

子どものための
ワークショップ
香りの世界を
たずねてみよう

小学3年～
中学生
10人/日

▲親子水生生物教室

木材で小型椅子を作ります。
●1,600円（材料費ほか）

※参加料の記載が無い講座は「参加無料」です。対象に「抽選」の記載が無い講座は「申込順」です。

7/4（土）9：00～

（月曜休館日）
大東北公民館（☎74-2200）

電話 来館

7/4（土）9：00～

（月曜休館日）
大東北公民館（☎74-2200）

電話 来館

7/1（水）～31（金）

（月曜休館日）
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

来館

8/1（土）～

二の丸美術館（☎62-2061）
電話

7/6（月）9：00～

竹の丸（☎22-2112）
電話

7/25（土）まで
　　 （月曜休館日）
千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

電話

7/29（水）まで

環境資源ギャラリー
（☎23-2273）

電話

7/20（月・祝）まで

資生堂アートハウス
（☎23-6122）

電話 来館 抽選

抽選

とうもんの里総合案内所
（☎48-0045・FAX48-0020）
toumon@pub.kakegawa-net.jp

電話 FAX

電話 FAX
7/6（月）～

かけがわ街づくり株式会社
（☎61-1151・FAX61-1150）
kakegawa@machikabu.co.jp    

い す
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▲「構図」もばっちり決めて　さあ描こう

世界農業遺産認定2周年を記念して、東山地
区で絵を描くイベントが開催されました。
京都在住で絵本作家・イラストレーターの永
もえ

田萠さんから講習を受けた後、粟ヶ岳山頂や茶
文字の見えるポイントに分かれました。気持ち
のいい風が吹く初夏のすばらしい天気のもと、
参加者は思い思い絵を描きました。
納得の1枚、描けたかな？

▲「140」の人文字で締めた「佐束っ子ソーラン～2015～」

佐束小学校で創立140年を記念した運動会が
行われました。同校は明治8年（1875年）に創
立した「佐束学校」が前身で、翌9年に現在地
へ移転したとされています。
4～6年生による「佐束っ子ソーラン～2015
～」では児童が鳴子を打ち鳴らし息の合った踊
りを披露、最後に「140」の人文字をつくり、会
場は大いに盛り上がりました。

5/24
佐束小運動会
人文字で140周年祝う

▲光り輝く作品群を鑑賞する市民（6月5日 市民無料開放）

掛川市ステンドグラス美術館が掛川城公園内
に完成し、開館記念式典が現地で行われました。
式典には市や市内各種団体の代表など80人余
りが出席し、開館を祝いました。また、作品と建
物を市へ寄贈した鈴木政昭さん（横須賀）に、市
条例に基づく功労表彰が贈られました。
6月5日には市民無料開放が行われ、1,624人が
来館。6月6日からオープンしました。

▲ペットボトルや空き缶、ネットなどを拾い集める参加者ら

大浜・大須賀海岸で、砂浜に流れ着いたごみ
を拾いきれいにしようと、早朝から大東、大須
賀区域を中心とする住民や菊川上流域に住む菊
川市民ら合わせて約5,000人が海岸一斉清掃を
行いました。
早い参加者は、朝5時30分ころから清掃を開
始。ごみ袋片手に、ペットボトルやプラスチッ
ク容器など約10トンものごみを拾い集めました。

10トンものごみを回収
早朝から市民が海岸清掃6/7

市民開放日に1,600人が来館
ステンドグラス美術館開館6/4

5/30

キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い
に

茶
草
場
を
ス
ケ
ッ
チ



29 広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

子どもへ身を守る方法伝授
曽我小で子ども防犯教室

▲不審者へランドセルを投げ捨て逃げる練習をする児童

曽我小PTA（中山喜章会長）が主催する「子
ども防犯教室」が同校で開催され、全校生徒
186人が不審者から身を守るための方法を学び
ました。
PTA役員らが、子どもたち自身が自らを守る
手段や、親、地域、学校が総ぐるみで子どもを
守る意識付けをしようと初めて企画。警察や防
犯ボランティアなどの協力を得て実現しました。

▲植樹した苗の周りにワラを敷き詰める参加者ら

掛川市が、国や県と進めている海岸防災林強
化事業「掛川モデル」を試験施工している沖之
須区の防潮堤で、「希望の森づくり沖之須植樹
祭」が開かれました。
市民や企業・団体から約1,100人が参加。横

かず え

浜国立大学  藤原一繪名誉教授の指導で、スダ
ジイやタブノキなど17種類10,500本の苗木を防
波堤の斜面に植えました。

6/8
市民ら1,100人が汗
掛川モデルで植樹祭6/13

▲皮をむきていねいに「ひげ」を取る児童

横須賀小1年生69人が、約250本のとうもろこ
しの皮むきに挑戦しました。これは、地場産品
への理解を深める県の「ふるさと給食週間」に
合わせた取り組み。給食センターに入荷された
地場産のとうもろこしの皮むきを児童が行い、
これを学校給食として調理してもらおうという
ものです。児童からは「ぴかぴかしている」
「バナナみたい」などの感想が聞かれました。

▲くす玉を割って開通を祝う関係者と地元園児ら

合併時の新市建設計画で最重要プロジェクト
に位置づけられていた南北幹線道路大須賀ルー
トの市道入山瀬線開通を祝い、現地で記念式典
が開かれました。完成した入山瀬線の総延長は
1,681m。平成23年9月に工事を着工しました。
式典では、地元の土方幼稚園や城東保育園の
園児も参加し、テープカットやくす玉が割られ
るなど、祝賀ムードに包まれました。

南北道路大須賀ルート
「入山瀬線」で開通式6/15

横須賀小児童が250本と格闘
とうもろこしの皮むきに挑戦6/15



平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を�
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。�

KAKEGAWA  WAY 検索�

青山俊夫さん（上垂木）�
上垂木ホタルを守る会の4代目会長。平成
14年に地元区役員らが会を設立。会員は
現在は23人で、ことしは5～6,000匹の幼
虫を放流した。ゲンジボタルの名所として、
その知名度は年々上昇している。平成25
年度県コミュニティ推進協議会「コミュ
ニティ活動賞」優良賞受賞。�

平
成
12
年
、
当
時
の
区
役
員
さ
ん
た
ち
が
垂
木
川

で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ

の
す
ば
ら
し
い
光
景
を
守
っ
て
い
こ
う
、
と
な
っ
た
ん

で
す
。
当
時
は
生
活
雑
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
で
水
質
が
改
善
。

幼
虫
の
飼
育
な
ど
の
努
力
を
続
け
て
、
今
の
環
境
が

整
い
ま
し
た
。
こ
の
環
境
は
み
ん
な
の
自
慢
で
す
。
�

ホ
タ
ル
は
会
員
が
育
て
た
も
の
と
自
然
の
も
の
で

1
万
匹
く
ら
い
は
い
ま
す
か
ね
。
大
量
に
乱
舞
し
た

年
は
、
ホ
タ
ル
が
餌
の
巻
貝
を
食
べ
尽
く
す
の
で
、

翌
年
は
餌
不
足
で
出
る
数
が
減
り
ま
す
。
餌
が
安
定

す
る
よ
う
、
巻
貝
の
養
殖
も
試
験
的
に
始
め
ま
し
た
。
�

昨
年
6
月
、
桜
木
小
4
年
生
が
環
境
学
習
に
初
め

て
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
飼
育
を
取
り
入
れ
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
児
童
ら
は
真
剣
に
ホ
タ
ル
と
向
か

い
合
い
、
愛
情
を
注
い
で
く
れ
ま
し
た
。
今
年
2
月

の
放
流
会
で
、
児
童
ら
が
「
元
気
で
光
っ
て
ね
〜
」
と

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
�

今
年
の
ホ
タ
ル
観
賞
会
で
は
小
学
生
が
、
「
手
伝

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
、
チ

ラ
シ
配
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に

活
動
し
た
こ
と
で
、
お
互
い
に
顔
と
名
前
を
覚
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
守
ろ
う
と
始
め
た
活
動
は
、

今
や
青
少
年
の
健
全
育
成
の
場
に
も
、
地
域
の
世
代

間
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
�

で
も
、
観
賞
者
の
数
は
予
想
以
上
。
各
戸
の
玄
関

の
照
明
を
落
と
し
て
も
ら
っ
た
り
、
会
員
以
外
の
住

民
も
案
内
役
を
し
て
く
れ
た
り
と
、
み
ん
な
が
協
力

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
苦
労
も
多
い
で
す
が
、
「
あ
り

が
と
う
」
「
感
動
し
た
」
の
一
言
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
垂
木
の
す
ば
ら
し
い
光
景
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
の
環
境
を
地
域
の
自
慢
と
し

て
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
�

�

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
こ
の
自
然
環
境
は
、

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
こ
の
自
然
環
境
は
、
�

わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
自
慢
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
自
慢
で
す
。
�

こ
の
活
動
が
世
代
間
の
距
離
を
縮
め

こ
の
活
動
が
世
代
間
の
距
離
を
縮
め
�

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
�

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
こ
の
自
然
環
境
は
、
�

わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
自
慢
で
す
。
�

こ
の
活
動
が
世
代
間
の
距
離
を
縮
め
�

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
�
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�

レポーターの�
記事は�

随時掲載中！�
�

二次元コード�
�

スマホでも�
見ることが�
できます。�
�
�

住民基本台帳人口 117,502人 （＋18） 58,711人（＋35） 58,791人（－17） 42,343（＋71）�

 日本人 114,223人 （＋27） 57,180人（＋36） 57,043人（－  9） 40,845（＋66）�

 外国人 3,279人 （－  9）   1,531人（－  1）   1,748人（－  8）   1,498（＋  5）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

二次元コード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

7
・
8
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 7/11（土）・26（日）、8/8（土）・23（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　7/28（火）、8/25（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　7/21（火）、8/18（火）9：30～13：20�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。�

��

▲陽光差し込む森の中、ブランコ遊びを�
　楽しむ親子連れ�
�

市ホームページの検索�
掛川  市民広報レポーター�

検索�

「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。�
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。�

のぞ�

「
掛
川
観
光
ホ
ッ
ト
N
E
W
S
」
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
利
用
し
た
観
光
協
会
の
情
報
サ

イ
ト
な
ん
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
わ
た

し
た
ち
も
投
稿
し
て
い
ま
す
。
【
掛

川
市
秘
書
広
報
室
】
と
。
�

管
理
者
画
面
だ
と
、
そ
の
記
事
を

何
人
が
見
た
の
か
と
い
う
情
報
が
分

か
り
ま
す
が
、
自
分
が
投
稿
し
た
と

き
に
そ
の
数
字
が
少
な
い
と
、
ち
ょ
っ

と
へ
こ
み
ま
す
。
秘
書
広
報
室
が
投

稿
し
た
と
き
は
、
ウ
ソ

で
も
「
い
い
ね
」
を
お

願
い
し
ま
す
（
笑
）
。（
湯
）�

�

▲幻想的な光を放ちながら舞うゲンジボタル�

自
然
と
遊
び
が
モ
リ
だ
く
さ
ん
�

森
林
の
遊
び
場
「
ノ
ー
ム
の
森
」
が
オ
ー
プ
ン
�

�

■市の人口（6月1日現在）�

�

今
年
も
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
�

上
垂
木
地
区
は
、
毎
年
観
賞
会
を
行
っ
て
い
て
夕
暮
れ
に
な

る
と
多
く
の
観
賞
者
が
訪
れ
ま
す
。
�

観
賞
期
間
は
、
5
月
23
日
〜
6
月
10
日
ま
で
。
「
上
垂
木
ホ

タ
ル
を
守
る
会
」
の
青
山
俊
夫
会
長
の
話
で
は
3
月
に
6
千
匹

の
幼
虫
を
放
流
し
、

ど
う
い
う
わ
け
か
、

今
年
は
一
週
間
ほ
ど

早
く
か
ら
舞
い
始
め

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
�

こ
の
上
垂
木
地
区

は
、
す
っ
か
り
ホ
タ

ル
の
名
所
と
な
り
、

親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ

ル
が
幻
想
的
な
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
�

取
材
　
5
月
24
日
　
佐
藤
典
雄
（
倉
真
）
�

ホ

タ

ル

シ

ー

ズ

ン

到

来

ホ

タ

ル

シ

ー

ズ

ン

到

来

�

�ホ

タ

ル

シ

ー

ズ

ン

到

来

�

�

�

胆
沢
区
小
山
字
龍
ヶ
馬
場
地
内
に
5
月
31
日
、

「
ノ
ー
ム
の
森
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
森
を
作
り
た
い
と
、
こ
と

し
か
ら
ノ
ー
ム
の
会
（
佐
々
木
ケ
イ
子
会
長
）

が
整
備
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

や
遊
歩
道
の
一
部
が
完
成
し
た
ほ
か
、
手
作
り

の
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
�

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
し
お
り
作
り
や
竹

の
食
器
作
り
、
3
種
の
ク
ル
ミ
の
食
べ
比
べ

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。

水
沢
区
の
岩
舘
美
桜
さ
ん
（4）
は
「
こ
れ
が
一

番
お
い
し
い
」
と
ヒ
メ
グ
ル
ミ
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
�

ノ
ー
ム
の
森
は
こ
れ
か
ら
3
年
を
か
け
て

内
容
を
充
実
す
る
予
定
。
佐
々
木
会
長
は
「
子

ど
も
だ
け
で
な
く
高
齢
者
な
ど
の
交
流
の
場

に
も
し
た
い
」
と
将
来
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。
�

い
�

く
�

お
�

が
�
ば
�
ば
�

み
�

お
�

や
ま
�あ
ざ
�り
ゅ
う
�

さ
わ
�

た
ん
�の
う
�
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TEL0537-21-0050 
〒436-0056　掛川市中央2丁目9-1
FAX0537-21-0051

お問い合わせ掛川自動車学校グループ

掛川　心楽 検索

ご家族の方もお気軽にお越しください！

「心楽にきたら元気になった！」
そんな声が多くなってきました。

ここらで、
　　心楽しく!
「心楽にきたら元気になった！」
そんな声が多くなってきました。

夏休みに
免許取得

を

考えてい
る方、

お早めに
お申し込

み

ください
。

願いは「交通安全」願いは「交通安全」

「安全を　つなげて広げて　事故ゼロへ」
夏の交通安全県民運動夏の交通安全県民運動

私たちは、いつも笑顔で応対し
ご満足いただける学校を目指しています。
私たちは、いつも笑顔で応対し
ご満足いただける学校を目指しています。

検　索掛川自動車学校
ホームページもご覧ください

〒436-0043 静岡県掛川市大池655

お問合せ・予約受付ホットライン

0537-22-7251

7/11（土）～2
0（月）

ここらで、
　　心楽しく!

ご家族の方もお気軽にお越しください！

初
め
の
頃
は
、車
い
す
へ
の
移
乗
が
非
常
に

困
難
で
し
た
が
、心
楽
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、送
迎
時
に
玄
関
先
で
手
助
け
し

て
も
ら
え
れ
ば
立
上
が
る
事
が
で
き
、自

力
で
身
体
の
向
き
も
変
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。と
て
も
介
助
が
楽
に
な
り
、本
人

も
喜
ん
で
い
ま
す
。

「機能訓練ご利用者K様」の声

大型自動車の教習を始めました。大型自動車の教習を始めました。大型自動車の教習を始めました。
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「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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